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の
親
権
者
が
保
護
者
と
さ
れ
非
公
開
の
少
年
審
判
に
出
席
す
る
な
ど
様
々
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
刑
事
手
続
に
お
い
て
も
、
被

疑
者
・
被
告
人
の
配
偶
者
や
直
系
親
族
・
兄
弟
姉
妹
に
も
弁
護
人
選
任
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
始
め
、
小
さ
く
な
い
役
割
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
犯
罪
者
、
少
年
法
の
対
象
と
な
る
少
年
、
さ
ら
に
は
犯
罪
者
を
も
含
む
被
疑
者
・
被
告
人
の
家
族
は
、

刑
事
法
に
位
置
付
け
ら
れ
る
様
々
な
法
律
に
基
づ
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
し
か
し
、
近
時
、
刑
事
事
件
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
実
名
で
報
道
さ
れ
た
場
合
、
実
名
報
道
さ
れ
た
被
疑
者

が
バ
ッ
シ
ン
グ
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
た
バ
ッ
シ
ン
グ
が
そ
の
家
族
に
ま
で
及
び
、
こ
う
し
た
「
加
害

者
家
族
」
が
凄
惨
な
生
活
を
強
い
ら
れ
、
自
殺
に
ま
で
至
る
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

（
１
）

　
こ
の
よ
う
に
、「
加
害
者
家
族
」
が
、
様
々
な
被
害
を
受
け
、
凄
惨
な
生
活
を
強
い
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
、「
加
害
者
家
族
」

が
仮
釈
放
の
際
の
引
受
人
に
な
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
く
、
そ
れ
以
前
に
被
疑
者
段
階
で
被
疑
者
に
代
わ
っ
て
弁
護
人
を
選
任
し
た
り

す
る
こ
と
さ
え
か
な
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
刑
事
手
続
及
び
少
年
手
続
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
「
加
害
者
家
族
」
が
、
ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
現
実
が
あ
る
。
そ
の
悪
影
響
は
、
長

期
間
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
て
き
た
受
刑
者
の
場
合
は
と
り
わ
け
深
刻
で
あ
る
。
仮
釈
放
が
遠
ざ
か
り
、
無
期
刑
で
あ
れ
ば
、
限
り
な

く
終
身
刑
に
近
づ
い
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

（
２
）

　
そ
こ
で
、「
加
害
者
家
族
」
に
こ
う
し
た
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
、「
加
害
者
家
族
」
が
置
か
れ
て
き
た
現
実
と
の

乖
離
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
い
わ
ば
「
加
害
者
家
族
」
に
依
存
し
て
き
た
日
本
の
刑
事
法
の
在
り
方
の
再
検
討
に
向
け
た
第
一
歩

を
踏
み
出
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
刑
事
訴
訟
法
、
刑
事
被
収
容
者
処
遇
法
、
更
生
保
護
法
、
少
年
法
、
少
年
鑑
別
所
法
、
少
年
院
法
の
諸
規
定

を
概
観
し
て
、「
加
害
者
家
族
」
に
法
的
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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　（
二
）
少
年
事
件
の
「
加
害
者
家
族
」
の
被
害
状
況

　（
三
）「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
を
完
全
に
防
止
で
き
る
か
？

　（
四
）
法
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
「
加
害
者
家
族
」

四
　
日
本
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
支
援
と
そ
の
現
状

　（
一
）
日
本
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
公
的
な
支
援
の
欠
如

　（
二
）
日
本
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
支
援
の
現
状

五
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
へ
の
支
援
の
現
状

　（
一
）
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
の
法
的
地
位
と
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
に
対
す
る
公
的
支
援
制
度

　（
二
）
ド
イ
ツ
に
お
け
る
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
へ
の
支
援
の
実
際

六
　「
加
害
者
家
族
」
依
存
と
そ
の
弊
害
を
踏
ま
え
た
課
題

　（
一
）
日
本
の
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
依
存
が
も
た
ら
す
矛
盾

　（
二
）
日
本
の
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
依
存
の
弊
害

　（
三
）
日
本
の
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
依
存
か
ら
の
脱
却
に
向
け
て

七
　
結
び
に
代
え
て

一
　
は
じ
め
に

　
い
わ
ゆ
る
刑
事
被
収
容
者
処
遇
法
で
は
、
受
刑
者
の
親
族
は
面
会
の
相
手
方
と
し
て
特
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
少
年
法
で
は
、
少
年
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の
親
権
者
が
保
護
者
と
さ
れ
非
公
開
の
少
年
審
判
に
出
席
す
る
な
ど
様
々
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
刑
事
手
続
に
お
い
て
も
、
被

疑
者
・
被
告
人
の
配
偶
者
や
直
系
親
族
・
兄
弟
姉
妹
に
も
弁
護
人
選
任
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
始
め
、
小
さ
く
な
い
役
割
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
犯
罪
者
、
少
年
法
の
対
象
と
な
る
少
年
、
さ
ら
に
は
犯
罪
者
を
も
含
む
被
疑
者
・
被
告
人
の
家
族
は
、

刑
事
法
に
位
置
付
け
ら
れ
る
様
々
な
法
律
に
基
づ
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
し
か
し
、
近
時
、
刑
事
事
件
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
実
名
で
報
道
さ
れ
た
場
合
、
実
名
報
道
さ
れ
た
被
疑
者

が
バ
ッ
シ
ン
グ
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
た
バ
ッ
シ
ン
グ
が
そ
の
家
族
に
ま
で
及
び
、
こ
う
し
た
「
加
害

者
家
族
」
が
凄
惨
な
生
活
を
強
い
ら
れ
、
自
殺
に
ま
で
至
る
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

（
１
）

　
こ
の
よ
う
に
、「
加
害
者
家
族
」
が
、
様
々
な
被
害
を
受
け
、
凄
惨
な
生
活
を
強
い
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
、「
加
害
者
家
族
」

が
仮
釈
放
の
際
の
引
受
人
に
な
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
く
、
そ
れ
以
前
に
被
疑
者
段
階
で
被
疑
者
に
代
わ
っ
て
弁
護
人
を
選
任
し
た
り

す
る
こ
と
さ
え
か
な
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
刑
事
手
続
及
び
少
年
手
続
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
「
加
害
者
家
族
」
が
、
ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
現
実
が
あ
る
。
そ
の
悪
影
響
は
、
長

期
間
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
て
き
た
受
刑
者
の
場
合
は
と
り
わ
け
深
刻
で
あ
る
。
仮
釈
放
が
遠
ざ
か
り
、
無
期
刑
で
あ
れ
ば
、
限
り
な

く
終
身
刑
に
近
づ
い
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

（
２
）

　
そ
こ
で
、「
加
害
者
家
族
」
に
こ
う
し
た
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
、「
加
害
者
家
族
」
が
置
か
れ
て
き
た
現
実
と
の

乖
離
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
い
わ
ば
「
加
害
者
家
族
」
に
依
存
し
て
き
た
日
本
の
刑
事
法
の
在
り
方
の
再
検
討
に
向
け
た
第
一
歩

を
踏
み
出
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
刑
事
訴
訟
法
、
刑
事
被
収
容
者
処
遇
法
、
更
生
保
護
法
、
少
年
法
、
少
年
鑑
別
所
法
、
少
年
院
法
の
諸
規
定

を
概
観
し
て
、「
加
害
者
家
族
」
に
法
的
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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れ
た
者
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
、
兄
弟
姉
妹
と
い
う
「
加
害
者
家
族
」
は
、
勾
留
さ
れ
た
者
の
利
害
関
係
人
と
し
て
、
そ
の
身
体
の

自
由
に
大
き
な
関
心
を
持
つ
点
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
再
審
請
求
権
も
、
有
罪
の
言
渡
を
受
け
た
者
が
死
亡
し
、
又
は
心
神
喪
失
の
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
配
偶
者
、
直

系
の
親
族
及
び
兄
弟
姉
妹
に
保
障
さ
れ
て
い
る
（
四
三
九
条
四
号
）。
公
益
の
代
表
者
で
あ
る
は
ず
の
検
察
官
に
よ
る
再
審
請
求
は
、

事
実
上
、
真
犯
人
が
発
覚
し
、
そ
の
者
を
処
罰
す
る
た
め
に
は
、
同
一
事
件
で
処
罰
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
再
審
に
お
い
て
無
罪
判
決
を

得
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
中
で
、有
罪
判
決
が
確
定
し
た
本
人
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、そ
の
名
誉
回
復
の
た
め
に
、「
加

害
者
家
族
」
に
も
再
審
請
求
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
に
刑
事
訴
訟
法
を
概
観
し
た
限
り
で
は
、「
加
害
者
家
族
」
は
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
防
御
権
保
障
に
向
け
た
法
的
助
言

を
行
え
る
弁
護
人
を
選
任
す
る
権
利
に
始
ま
り
、
弁
護
人
が
い
な
い
場
合
の
勾
留
通
知
を
受
け
る
権
利
、
さ
ら
に
は
、
勾
留
理
由
開
示
、

勾
留
取
消
・
保
釈
請
求
と
い
っ
た
権
利
に
加
え
て
、
本
人
死
亡
後
の
再
審
請
求
権
ま
で
保
障
さ
れ
て
お
り
、
刑
事
手
続
に
お
い
て
、
被

疑
者
・
被
告
人
に
と
っ
て
の
適
正
手
続
保
障
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
二
）
刑
事
被
収
容
者
処
遇
法
に
お
い
て
「
加
害
者
家
族
」
に
期
待
さ
れ
る
役
割

　
有
罪
が
確
定
し
、
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
た
犯
罪
者
の
家
族
と
位
置
付
け
ら
れ
る
「
加
害
者
家
族
」
に
、
い
わ
ゆ
る
刑
事
被
収
容
者

処
遇
法
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
し
て
い
る
か
を
次
に
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
刑
事
被
収
容
者
処
遇
法
に
お
い
て
は
、
ま
ず
被
収
容
者
の
所
持
物
品
の
う
ち
、
刑
事
施
設
に
お
け
る
保
管
に
不
便
な
も
の
な
ど
の
交

付
や
処
分
を
求
め
る
相
手
方
と
し
て
、
被
収
容
者
の
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
者
を
含
む
）
を
挙
げ
て
い
る
（
四
五
条
、
四
八
条
、
一
九
二
条
）。
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そ
し
て
、「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
の
実
情
を
踏
ま
え
て
、「
加
害
者
家
族
」
の
支
援
を
担
う
日
本
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
活
動

と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
刑
事
被
拘
禁
者
の
家
族
支
援
に
係
る
公
的
制
度
を
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
法
律
上
は
「
加
害
者
家
族
」
に
重

要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
へ
の
公
的
な
支
援
が
欠
如
し
て
い
る
日
本
の
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家

族
」
依
存
の
妥
当
性
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
　「
加
害
者
家
族
」
の
法
的
地
位

（
一
）
刑
事
訴
訟
法
に
お
い
て
「
加
害
者
家
族
」
に
期
待
さ
れ
る
役
割

　
そ
れ
で
は
、
刑
事
訴
訟
法
に
お
い
て
「
加
害
者
家
族
」
に
関
連
す
る
条
文
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
及
び
兄
弟
姉
妹
は
、
独
立
し
て
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
〇
条

二
項
）。
次
い
で
、
被
告
人
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
及
び
兄
弟
姉
妹
は
、
何
時
で
も
、
被
告
人
の
明
示
し
た
意
思
に
反
し
な
い
限
り
、

被
告
人
が
す
る
こ
と
の
で
き
る
訴
訟
行
為
を
す
る
権
限
を
有
す
る
補
佐
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
（
四
二
条
一
項
、
三
項
）。

　
さ
ら
に
、「
被
告
人
を
勾
留
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
弁
護
人
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
る
七
九
条
は
、
被

告
人
に
弁
護
人
が
な
い
と
き
は
、
被
告
人
の
法
定
代
理
人
、
保
佐
人
、
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
及
び
兄
弟
姉
妹
の
う
ち
被
告
人
の
指
定

す
る
者
一
人
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。つ
ま
り
、被
告
人
が
勾
留
さ
れ
た
と
き
に
、弁
護
人
が
な
い
場
合
に
は
、

被
告
人
が
、
被
告
人
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
及
び
兄
弟
姉
妹
の
う
ち
一
人
を
指
定
す
る
と
、「
加
害
者
家
族
」
が
被
告
人
が
勾
留
さ

れ
た
と
い
う
重
要
な
事
実
に
つ
い
て
の
通
知
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
勾
留
理
由
開
示
請
求
権（
八
二
条
）、勾
留
取
消
請
求
権（
八
七
条
）、

及
び
保
釈
請
求
権
（
八
八
条
）
も
「
加
害
者
家
族
」
に
保
障
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
勾
留
さ
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れ
た
者
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
、
兄
弟
姉
妹
と
い
う
「
加
害
者
家
族
」
は
、
勾
留
さ
れ
た
者
の
利
害
関
係
人
と
し
て
、
そ
の
身
体
の

自
由
に
大
き
な
関
心
を
持
つ
点
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
再
審
請
求
権
も
、
有
罪
の
言
渡
を
受
け
た
者
が
死
亡
し
、
又
は
心
神
喪
失
の
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
配
偶
者
、
直

系
の
親
族
及
び
兄
弟
姉
妹
に
保
障
さ
れ
て
い
る
（
四
三
九
条
四
号
）。
公
益
の
代
表
者
で
あ
る
は
ず
の
検
察
官
に
よ
る
再
審
請
求
は
、

事
実
上
、
真
犯
人
が
発
覚
し
、
そ
の
者
を
処
罰
す
る
た
め
に
は
、
同
一
事
件
で
処
罰
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
再
審
に
お
い
て
無
罪
判
決
を

得
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
中
で
、有
罪
判
決
が
確
定
し
た
本
人
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、そ
の
名
誉
回
復
の
た
め
に
、「
加

害
者
家
族
」
に
も
再
審
請
求
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
に
刑
事
訴
訟
法
を
概
観
し
た
限
り
で
は
、「
加
害
者
家
族
」
は
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
防
御
権
保
障
に
向
け
た
法
的
助
言

を
行
え
る
弁
護
人
を
選
任
す
る
権
利
に
始
ま
り
、
弁
護
人
が
い
な
い
場
合
の
勾
留
通
知
を
受
け
る
権
利
、
さ
ら
に
は
、
勾
留
理
由
開
示
、

勾
留
取
消
・
保
釈
請
求
と
い
っ
た
権
利
に
加
え
て
、
本
人
死
亡
後
の
再
審
請
求
権
ま
で
保
障
さ
れ
て
お
り
、
刑
事
手
続
に
お
い
て
、
被

疑
者
・
被
告
人
に
と
っ
て
の
適
正
手
続
保
障
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
二
）
刑
事
被
収
容
者
処
遇
法
に
お
い
て
「
加
害
者
家
族
」
に
期
待
さ
れ
る
役
割

　
有
罪
が
確
定
し
、
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
た
犯
罪
者
の
家
族
と
位
置
付
け
ら
れ
る
「
加
害
者
家
族
」
に
、
い
わ
ゆ
る
刑
事
被
収
容
者

処
遇
法
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
し
て
い
る
か
を
次
に
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
刑
事
被
収
容
者
処
遇
法
に
お
い
て
は
、
ま
ず
被
収
容
者
の
所
持
物
品
の
う
ち
、
刑
事
施
設
に
お
け
る
保
管
に
不
便
な
も
の
な
ど
の
交

付
や
処
分
を
求
め
る
相
手
方
と
し
て
、
被
収
容
者
の
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
者
を
含
む
）
を
挙
げ
て
い
る
（
四
五
条
、
四
八
条
、
一
九
二
条
）。
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た
保
護
者
で
あ
っ
て
、
少
年
に
対
し
て
法
律
上
監
護
教
育
の
義
務
あ
る
者
及
び
少
年
を
現
に
監
護
す
る
者
を
指
す
。
こ
の
法
律
上
監
護

教
育
の
義
務
あ
る
者
と
し
て
、
親
権
者
、
つ
ま
り
、
少
年
の
親
の
他
、
親
権
代
行
者
や
監
護
者
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

（
４
）

基
本
的
に

少
年
と
同
居
し
て
い
る
年
長
の
家
族
が
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
と
言
え
る
。

　
そ
し
て
、
自
由
刑
の
執
行
で
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
や
保
護
処
分
で
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
へ
の
仮
釈
放
な
い
し

仮
退
院
に
際
し
て
の
保
護
観
察
に
先
立
っ
て
、そ
れ
ら
の
被
収
容
者
の
社
会
復
帰
を
円
滑
に
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
者
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
人
を
訪
問
し
て
協
力
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
釈
放
後
の
住
居
、
就
業
先
そ
の
他
の
生

活
環
境
の
調
整
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
八
二
条
一
項
）。

　
さ
ら
に
、
未
決
拘
禁
や
自
由
刑
、
な
い
し
少
年
院
に
お
け
る
保
護
処
分
を
終
え
て
、
行
き
場
が
な
く
、
公
共
機
関
か
ら
の
保
護
を
受

け
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
の
保
護
等
の
み
に
よ
っ
て
は
改
善
更
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
わ
れ
る

更
生
緊
急
保
護
で
は
、
刑
事
手
続
等
や
保
護
処
分
に
よ
る
身
体
拘
束
を
解
か
れ
た
後
に
親
族
の
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
最
初

の
要
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
八
五
条
）。

　
右
で
概
観
し
た
限
り
で
は
、
更
生
保
護
法
も
、
保
護
観
察
所
長
が
非
行
少
年
の
保
護
者
に
指
導
、
助
言
等
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、

そ
の
改
善
更
生
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
、
少
年
院
を
含
む
矯
正
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
の
家
族
に
協
力
を
求
め
る
等
の
方
法
に

よ
っ
て
、保
護
観
察
中
の
環
境
調
整
を
図
ろ
う
と
し
て
お
り
、「
加
害
者
家
族
」が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。加
え
て
、

更
生
緊
急
保
護
の
第
一
の
要
件
が
、「
加
害
者
家
族
」
に
よ
る
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
加
害
者
家
族
」
に
、

元
犯
罪
者
、
元
非
行
少
年
の
社
会
復
帰
支
援
を
ど
れ
ほ
ど
期
待
し
て
い
る
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
保
護
観
察
対
象
者
の
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
に
向
け
て
、
保
護
観
察
対
象
者
の
家
族
等
に
、
依
存
性
の
あ
る
薬
物
に
関
す
る

正
確
な
知
識
や
薬
物
依
存
者
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
、
適
切
な
対
応
力
を
身
に
着
け
て
も
ら
う
た
め
、
家
族
向
け
の
講
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と
り
わ
け
、
親
族
は
被
収
容
者
に
と
っ
て
重
要
な
外
部
交
通
の
相
手
で
あ
る
こ
と
は
、
被
収
容
者
の
親
族
が
原
則
と
し
て
許
可
さ
れ

る
面
会
の
相
手
方
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
（
一
一
一
条
）、
こ
の
こ
と
は
死
刑
確
定
者
で
あ
っ
て
も
（
一
二
〇
条
）、
被
留
置
受
刑
者

で
あ
っ
て
も
（
二
一
七
条
）、
同
じ
で
あ
る
。
信
書
の
発
受
に
つ
い
て
も
、
被
収
容
者
の
親
族
は
、
受
刑
者
が
信
書
を
発
受
す
る
こ
と

に
よ
り
、
刑
事
施
設
の
規
律
及
び
秩
序
を
害
し
、
又
は
受
刑
者
の
矯
正
処
遇
の
適
切
な
実
施
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、

刑
事
施
設
の
長
が
禁
止
で
き
る
信
書
の
発
受
の
相
手
方
か
ら
外
さ
れ
て
お
り
（
一
二
八
条
）、
い
わ
ば
特
別
な
地
位
に
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
被
留
置
者
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
（
二
二
三
条
）。
そ
の
上
、
死
刑
確
定
者
の
場
合
に
は
信
書
の
発
受
が
許
可
さ
れ
る
相
手

方
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
一
三
九
条
）。

　
ま
た
、
受
刑
者
の
親
族
は
、
刑
事
施
設
の
長
が
受
刑
者
の
処
遇
に
当
た
っ
て
必
要
が
あ
る
場
合
に
協
力
を
求
め
る
者
、
つ
ま
り
、
受

刑
者
処
遇
の
連
携
先
の
一
つ
と
し
て
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
九
〇
条
）。

　
右
で
概
観
し
た
限
り
で
は
、
受
刑
者
の
親
族
を
中
心
に
、「
加
害
者
家
族
」
は
被
収
容
者
の
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
た
め

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

（
３
）

受
刑
者
が
社
会
復
帰
す
る
際
の
受
け
皿
と
な
れ
る
よ
う
に
、
刑
事
被
収
容
者
処

遇
法
で
は
特
別
な
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
三
）
更
生
保
護
法
に
お
い
て
「
加
害
者
家
族
」
に
期
待
さ
れ
る
役
割

　
犯
罪
者
や
非
行
少
年
の
社
会
内
処
遇
に
つ
い
て
定
め
る
更
生
保
護
法
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
少
年
法
が
定
め
る
保
護
処
分
と
し
て
、

あ
る
い
は
、
保
護
処
分
と
し
て
収
容
さ
れ
た
少
年
院
か
ら
の
仮
退
院
に
際
し
て
付
さ
れ
た
保
護
観
察
の
対
象
者
た
る
少
年
の
保
護
者
に

対
し
、
そ
の
少
年
の
監
護
に
関
す
る
責
任
を
自
覚
さ
せ
、
少
年
の
改
善
更
生
に
資
す
る
た
め
、
保
護
者
に
対
し
て
指
導
、
助
言
そ
の
他

の
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
旨
定
め
ら
れ
て
い
る
（
五
九
条
）。
こ
こ
で
の
保
護
者
と
は
、
少
年
法
二
条
二
項
に
定
め
ら
れ

論　　　説

60（熊本法学157号 ’23） （熊本法学157号 ’23）



た
保
護
者
で
あ
っ
て
、
少
年
に
対
し
て
法
律
上
監
護
教
育
の
義
務
あ
る
者
及
び
少
年
を
現
に
監
護
す
る
者
を
指
す
。
こ
の
法
律
上
監
護

教
育
の
義
務
あ
る
者
と
し
て
、
親
権
者
、
つ
ま
り
、
少
年
の
親
の
他
、
親
権
代
行
者
や
監
護
者
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

（
４
）

基
本
的
に

少
年
と
同
居
し
て
い
る
年
長
の
家
族
が
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
と
言
え
る
。

　
そ
し
て
、
自
由
刑
の
執
行
で
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
や
保
護
処
分
で
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
へ
の
仮
釈
放
な
い
し

仮
退
院
に
際
し
て
の
保
護
観
察
に
先
立
っ
て
、そ
れ
ら
の
被
収
容
者
の
社
会
復
帰
を
円
滑
に
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
者
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
人
を
訪
問
し
て
協
力
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
釈
放
後
の
住
居
、
就
業
先
そ
の
他
の
生

活
環
境
の
調
整
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
八
二
条
一
項
）。

　
さ
ら
に
、
未
決
拘
禁
や
自
由
刑
、
な
い
し
少
年
院
に
お
け
る
保
護
処
分
を
終
え
て
、
行
き
場
が
な
く
、
公
共
機
関
か
ら
の
保
護
を
受

け
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
の
保
護
等
の
み
に
よ
っ
て
は
改
善
更
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
わ
れ
る

更
生
緊
急
保
護
で
は
、
刑
事
手
続
等
や
保
護
処
分
に
よ
る
身
体
拘
束
を
解
か
れ
た
後
に
親
族
の
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
最
初

の
要
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
八
五
条
）。

　
右
で
概
観
し
た
限
り
で
は
、
更
生
保
護
法
も
、
保
護
観
察
所
長
が
非
行
少
年
の
保
護
者
に
指
導
、
助
言
等
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、

そ
の
改
善
更
生
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
、
少
年
院
を
含
む
矯
正
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
の
家
族
に
協
力
を
求
め
る
等
の
方
法
に

よ
っ
て
、保
護
観
察
中
の
環
境
調
整
を
図
ろ
う
と
し
て
お
り
、「
加
害
者
家
族
」が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。加
え
て
、

更
生
緊
急
保
護
の
第
一
の
要
件
が
、「
加
害
者
家
族
」
に
よ
る
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
加
害
者
家
族
」
に
、

元
犯
罪
者
、
元
非
行
少
年
の
社
会
復
帰
支
援
を
ど
れ
ほ
ど
期
待
し
て
い
る
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
保
護
観
察
対
象
者
の
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
に
向
け
て
、
保
護
観
察
対
象
者
の
家
族
等
に
、
依
存
性
の
あ
る
薬
物
に
関
す
る

正
確
な
知
識
や
薬
物
依
存
者
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
、
適
切
な
対
応
力
を
身
に
着
け
て
も
ら
う
た
め
、
家
族
向
け
の
講
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少
年
の
監
護
に
関
す
る
責
任
を
自
覚
さ
せ
、
そ
の
非
行
を
防
止
す
る
た
め
、
調
査
又
は
審
判
に
お
い
て
、
訓
戒
や
指
導
な
ど
の
適
当
な

措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
た
（
二
五
条
の
二
）。
従
っ
て
、
保
護
者
は
、
家
庭
裁
判
所
の
裁
判
官
な
い
し
調
査
官
か
ら
、

こ
う
し
た
訓
戒
や
指
導
な
ど
を
受
け
る
立
場
に
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
少
年
法
お
よ
び
少
年
審
判
規
則
は
、
少
年
の
保
護
者
に
、
少
年
が
適
切
に
家
庭
裁
判
所
で
の
調
査
や
審
判
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
様
々
な
権
利
を
保
障
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
付
添
人
を
選
任
す
る
権
利
を
始
め
、
家
庭
裁
判
所
の
裁
判
官

に
最
終
的
に
は
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
少
年
を
支
え
る
様
々
な
手
続
上
の
権
利
を
保
障
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
非
行
少
年
の
成

長
発
達
に
保
護
者
を
協
力
さ
せ
る
べ
く
、
様
々
な
義
務
を
課
し
て
い
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
少
年
法
は
非
行
少
年
の
家
族
に
、
非
行

少
年
の
成
長
発
達
権
の
保
障
に
向
け
た
様
々
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
少
年
法
が
定
め
る
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
少
年
審
判
の
た
め
に
観
護
措
置
が
な
さ
れ
た
場
合
等
に
少
年
が
収
容
さ
れ
る
少
年

鑑
別
所
に
つ
い
て
定
め
る
少
年
鑑
別
所
法
に
お
い
て
「
加
害
者
家
族
」
に
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
少
年
鑑
別
所
法
で
在
所
者
と
さ
れ
る
、
非
行
を
疑
わ
れ
家
裁
に
送
致
さ
れ
た
少
年
を
中
心
と
す
る
者
の
保
護
者
等
と
し
て
は
、
少
年

法
に
お
け
る
保
護
者
に
加
え
て
在
院
者
の
親
族
（
に
加
え
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

者
を
）
も
含
む
（
二
条
八
号
イ
、
ロ
）。

　
こ
の
在
所
者
の
中
で
、鑑
別
対
象
者
の
保
護
者
は
、調
査
の
対
象
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
（
一
六
条
二
項
、三
項
）。
ま
た
、

在
所
者
の
保
護
者
等
が
持
参
な
い
し
送
付
し
た
も
の
は
引
取
り
を
求
め
ら
れ
る
対
象
外
で
あ
っ
て
（
四
七
条
一
号
）、
在
所
者
か
ら
交

付
申
請
の
あ
っ
た
領
置
金
品
の
交
付
対
象
者
で
あ
り
（
五
六
条
一
項
一
号
）、
少
年
鑑
別
所
の
長
が
、
在
所
者
の
退
所
の
際
、
領
置
金

品
を
引
き
渡
す
対
象
者
の
一
つ
と
し
て
、在
所
者
の
親
権
を
行
う
者
等
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
六
一
条
）。ま
た
、在
所
者
の
保
護
者
等
は
、

所
持
品
、
差
し
入
れ
品
等
の
処
分
の
協
力
者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
（
四
六
条
一
項
、
四
八
条
二
項
）、
領
置
物
品
の
う
ち
限
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習
会
等
を
開
催
す
る
保
護
観
察
所
も
あ
る
。

（
５
）

こ
う
し
た
実
務
上
の
取
組
み
か
ら
は
、
薬
物
依
存
問
題
を
抱
え
た
保
護
観
察
対
象
者
の
家

族
を
、
そ
の
回
復
に
向
け
て
の
重
要
な
人
的
資
源
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
。

（
四
）
少
年
司
法
に
お
い
て
「
加
害
者
家
族
」
に
期
待
さ
れ
る
役
割

　
最
後
に
、
犯
罪
少
年
、
触
法
少
年
、
ぐ
犯
少
年
に
つ
い
て
、
特
別
の
手
続
と
処
分
を
定
め
る
少
年
法
を
中
核
と
す
る
少
年
司
法
に
お

い
て
、「
加
害
者
家
族
」
に
ど
の
よ
う
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
か
を
、
少
年
法
と
そ
の
下
位
規
範
で
あ
る
少
年
審
判
規
則
、
少
年

鑑
別
所
法
、
少
年
院
法
の
順
で
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
少
年
法
で
は
、
更
生
保
護
法
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
、
少
年
の
保
護
者
に
つ
い
て
様
々
な
権
利
と
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

保
護
者
の
権
利
か
ら
、
具
体
的
に
見
て
い
く
と
、
ま
ず
、
少
年
の
手
続
に
、
少
年
の
側
に
立
っ
て
少
年
の
理
解
を
助
け
る
な
ど
の
役
割（

６
）

を
担
う
付
添
人
を
選
任
す
る
権
利
が
あ
る
（
一
〇
条
一
項
）。
こ
の
付
添
人
に
は
保
護
者
自
身
が
な
る
こ
と
も
で
き
る
（
一
〇
条
二
項
）。

次
に
、
家
庭
裁
判
所
で
開
か
れ
る
非
公
開
の
少
年
審
判
に
保
護
者
は
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
（
少
年
審
判
規
則
二
五
条
二
項
）、
こ
の

少
年
審
判
に
お
い
て
、
証
人
尋
問
、
鑑
定
な
ど
の
証
拠
調
べ
の
申
出
が
で
き
（
同
二
九
条
の
三
）、
裁
判
長
の
許
可
を
得
て
意
見
を
陳

述
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
同
三
〇
条
）。
さ
ら
に
は
、
少
年
法
三
二
条
が
、
少
年
審
判
に
お
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
保
護
処
分
決
定
な
ど

に
対
す
る
不
服
申
立
て
で
あ
る
抗
告
な
ど
を
行
う
権
利
も
少
年
の
法
定
代
理
人
で
あ
る
親
権
者
に
は
保
障
し
て
い
る
。

（
７
）

　
他
方
、
少
年
法
は
、
保
護
者
の
義
務
と
し
て
、
少
年
事
件
の
家
庭
裁
判
所
へ
の
通
告
義
務
（
六
条
一
項
、
二
項
）
に
始
ま
り
、
家
庭

裁
判
所
が
行
う
調
査
ま
た
は
審
判
の
た
め
の
家
庭
裁
判
所
へ
の
出
頭
義
務
（
一
一
条
）、
家
庭
裁
判
所
調
査
官
に
よ
る
試
験
観
察
に
際

し
付
け
ら
れ
た
条
件
を
履
行
す
る
義
務
（
二
五
条
二
項
二
号
）
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

　
加
え
て
、
二
〇
〇
一
年
に
施
行
さ
れ
た
少
年
法
第
一
次
改
正
法
に
よ
っ
て
、
家
庭
裁
判
所
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
保
護
者
に
対
し
、

論　　　説
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少
年
の
監
護
に
関
す
る
責
任
を
自
覚
さ
せ
、
そ
の
非
行
を
防
止
す
る
た
め
、
調
査
又
は
審
判
に
お
い
て
、
訓
戒
や
指
導
な
ど
の
適
当
な

措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
た
（
二
五
条
の
二
）。
従
っ
て
、
保
護
者
は
、
家
庭
裁
判
所
の
裁
判
官
な
い
し
調
査
官
か
ら
、

こ
う
し
た
訓
戒
や
指
導
な
ど
を
受
け
る
立
場
に
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
少
年
法
お
よ
び
少
年
審
判
規
則
は
、
少
年
の
保
護
者
に
、
少
年
が
適
切
に
家
庭
裁
判
所
で
の
調
査
や
審
判
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
様
々
な
権
利
を
保
障
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
付
添
人
を
選
任
す
る
権
利
を
始
め
、
家
庭
裁
判
所
の
裁
判
官

に
最
終
的
に
は
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
少
年
を
支
え
る
様
々
な
手
続
上
の
権
利
を
保
障
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
非
行
少
年
の
成

長
発
達
に
保
護
者
を
協
力
さ
せ
る
べ
く
、
様
々
な
義
務
を
課
し
て
い
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
少
年
法
は
非
行
少
年
の
家
族
に
、
非
行

少
年
の
成
長
発
達
権
の
保
障
に
向
け
た
様
々
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
少
年
法
が
定
め
る
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
少
年
審
判
の
た
め
に
観
護
措
置
が
な
さ
れ
た
場
合
等
に
少
年
が
収
容
さ
れ
る
少
年

鑑
別
所
に
つ
い
て
定
め
る
少
年
鑑
別
所
法
に
お
い
て
「
加
害
者
家
族
」
に
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
少
年
鑑
別
所
法
で
在
所
者
と
さ
れ
る
、
非
行
を
疑
わ
れ
家
裁
に
送
致
さ
れ
た
少
年
を
中
心
と
す
る
者
の
保
護
者
等
と
し
て
は
、
少
年

法
に
お
け
る
保
護
者
に
加
え
て
在
院
者
の
親
族
（
に
加
え
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

者
を
）
も
含
む
（
二
条
八
号
イ
、
ロ
）。

　
こ
の
在
所
者
の
中
で
、鑑
別
対
象
者
の
保
護
者
は
、調
査
の
対
象
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
（
一
六
条
二
項
、三
項
）。
ま
た
、

在
所
者
の
保
護
者
等
が
持
参
な
い
し
送
付
し
た
も
の
は
引
取
り
を
求
め
ら
れ
る
対
象
外
で
あ
っ
て
（
四
七
条
一
号
）、
在
所
者
か
ら
交

付
申
請
の
あ
っ
た
領
置
金
品
の
交
付
対
象
者
で
あ
り
（
五
六
条
一
項
一
号
）、
少
年
鑑
別
所
の
長
が
、
在
所
者
の
退
所
の
際
、
領
置
金

品
を
引
き
渡
す
対
象
者
の
一
つ
と
し
て
、在
所
者
の
親
権
を
行
う
者
等
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
六
一
条
）。ま
た
、在
所
者
の
保
護
者
等
は
、

所
持
品
、
差
し
入
れ
品
等
の
処
分
の
協
力
者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
（
四
六
条
一
項
、
四
八
条
二
項
）、
領
置
物
品
の
う
ち
限
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て
い
る
（
二
条
五
号
ロ
、
ハ
）。

　
保
護
者
は
、
在
院
者
の
処
遇
に
つ
い
て
少
年
院
の
長
か
ら
協
力
を
求
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
在
院
者
の
監
護
に
関
す
る
責
任

を
自
覚
さ
せ
、
そ
の
矯
正
教
育
の
実
効
を
上
げ
る
た
め
、
指
導
、
助
言
そ
の
他
の
適
当
な
措
置
が
執
ら
れ
る
対
象
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
（
一
七
条
）。
少
年
院
の
長
が
策
定
す
る
も
の
と
さ
れ
る
個
人
別
矯
正
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
で
き
る
限
り
在
院
者

の
保
護
者
の
意
向
を
参
酌
す
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
て
い
る
（
三
四
条
三
項
）。
つ
ま
り
、
少
年
院
法
に
お
い
て
は
、
非
行
少
年
へ
の
矯

正
教
育
に
関
わ
る
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
在
院
者
の
所
持
物
品
に
関
し
て
も
、
保
護
者
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
在
院
者
の
保
護
者
等
が
持
参
な
い
し
送
付
し
た
も
の
は
引

取
り
を
求
め
ら
れ
る
対
象
外
で
あ
っ
て
（
六
六
条
一
項
）、在
院
者
か
ら
交
付
申
請
の
あ
っ
た
領
置
金
品
の
交
付
対
象
者
で
あ
り
（
七
二

条
一
項
一
号
）、
在
院
者
が
逃
走
等
を
し
た
場
合
の
遺
留
物
を
引
き
渡
す
対
象
者
の
一
つ
と
し
て
、
在
院
者
の
親
権
を
行
う
者
等
も
挙

げ
ら
れ
て
い
る
（
七
六
条
一
項
）。
保
護
者
等
は
、
所
持
品
、
差
し
入
れ
品
等
の
処
分
の
協
力
者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
領

置
物
品
の
う
ち
限
度
量
を
超
え
る
も
の
の
交
付
を
受
け
る
対
象
者
で
も
あ
る
（
六
七
条
二
項
、
六
九
条
二
項
）。

　
少
年
鑑
別
所
法
と
同
様
に
、
保
護
者
等
は
、
原
則
と
し
て
許
可
さ
れ
る
面
会
の
対
象
者
で
あ
り
（
九
二
条
）、
加
え
て
、
保
護
者
は
、

少
年
院
の
長
の
許
可
が
あ
れ
ば
、
少
年
と
同
じ
場
所
で
宿
泊
し
つ
つ
面
会
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
九
七
条
）。
こ
れ
も
少
年
鑑
別
所

法
と
同
様
に
、保
護
者
は
、在
院
者
が
少
年
院
に
入
院
し
た
と
き
、速
や
か
に
そ
の
通
知
を
受
け
る
者
と
定
め
ら
れ
て
お
り
（
二
二
条
）、

負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
在
院
者
が
重
態
と
な
り
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
少
年
院
の
長
が
認
め
る
と
き
は
、
直
ち

に
、
少
年
院
の
長
は
そ
の
旨
を
保
護
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
五
六
条
一
項
）。
そ
し
て
、
こ
の
通
知
を
受
け
た
保
護
者
が

当
該
在
院
者
を
看
護
し
た
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
少
年
院
の
長
は
、
法
務
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
在
院
者
に

対
し
、
そ
の
看
護
を
受
け
る
こ
と
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
（
五
六
条
二
項
）。
従
っ
て
、
保
護
者
は
、
少
年
院
へ
の
収
容
や
在
院
者
の
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度
量
を
超
え
る
も
の
の
交
付
を
受
け
る
対
象
で
も
あ
る
（
五
三
条
二
項
）。

　
他
方
、保
護
者
は
、在
所
者
が
少
年
鑑
別
所
に
入
所
し
た
と
き
、速
や
か
に
そ
の
通
知
を
受
け
る
者
と
定
め
ら
れ
て
お
り
（
二
五
条
）、

い
わ
ば
通
知
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
者
と
言
え
る
。
ま
た
、
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
在
所
者
が
重
態
と
な
り
、
又
は
そ

の
お
そ
れ
が
あ
る
と
少
年
鑑
別
所
長
が
認
め
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
少
年
鑑
別
所
長
は
そ
の
旨
を
保
護
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
三
八
条
一
項
）
の
で
、
同
様
に
、
こ
れ
も
通
知
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
者
と
言
え
る
。
ま
た
、
こ
の
通
知
を
受
け
た
保
護
者
が
当

該
在
所
者
を
看
護
し
た
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
少
年
鑑
別
所
の
長
は
、
法
務
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
在
所
者

に
対
し
、
そ
の
看
護
を
受
け
る
こ
と
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
（
三
八
条
二
項
）
の
で
、
少
な
く
と
も
保
護
者
に
は
看
護
の
申
出
の
権
利

も
保
障
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
何
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
在
所
者
の
保
護
者
等
は
原
則
と
し
て
許
可
さ
れ
る
面
会
の
対
象
者
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る

（
八
〇
条
、
八
八
条
）。

　
右
で
少
年
鑑
別
所
法
の
諸
規
定
を
見
た
限
り
で
は
、
少
年
鑑
別
所
法
に
お
い
て
、「
加
害
者
家
族
」
に
は
、
在
所
者
が
少
年
鑑
別
所

に
収
容
さ
れ
て
い
る
と
き
に
通
知
を
受
け
る
な
ど
の
諸
権
利
が
保
障
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
少
年
に
か
か
る
金
品
の
交
付
な
い
し
引
き

渡
し
対
象
者
と
し
て
、
さ
ら
に
、
少
年
と
の
面
会
が
原
則
と
し
て
許
可
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
収
容
さ
れ
た
少
年
の
心
情
の
安
定
等
に
大

き
な
役
割
が
特
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、
少
年
法
が
定
め
る
保
護
処
分
の
う
ち
少
年
院
送
致
決
定
を
受
け
た
者
が
収
容
さ
れ
る
少
年
院
に
お
け
る
非
行
少
年
の
処
遇

等
を
定
め
る
少
年
院
法
に
お
い
て
「
加
害
者
家
族
」
に
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
少
年
院
法
に
お
け
る
在
院
者
の
保
護
者
は
少
年
法
と
同
じ
（
二
条
四
号
）
で
あ
る
が
、
保
護
者
等
に
つ
い
て
は
、
在
院
者
の

配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
）、
親
族
も
含
む
概
念
と
定
義
さ
れ
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て
い
る
（
二
条
五
号
ロ
、
ハ
）。

　
保
護
者
は
、
在
院
者
の
処
遇
に
つ
い
て
少
年
院
の
長
か
ら
協
力
を
求
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
在
院
者
の
監
護
に
関
す
る
責
任

を
自
覚
さ
せ
、
そ
の
矯
正
教
育
の
実
効
を
上
げ
る
た
め
、
指
導
、
助
言
そ
の
他
の
適
当
な
措
置
が
執
ら
れ
る
対
象
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
（
一
七
条
）。
少
年
院
の
長
が
策
定
す
る
も
の
と
さ
れ
る
個
人
別
矯
正
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
で
き
る
限
り
在
院
者

の
保
護
者
の
意
向
を
参
酌
す
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
て
い
る
（
三
四
条
三
項
）。
つ
ま
り
、
少
年
院
法
に
お
い
て
は
、
非
行
少
年
へ
の
矯

正
教
育
に
関
わ
る
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
在
院
者
の
所
持
物
品
に
関
し
て
も
、
保
護
者
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
在
院
者
の
保
護
者
等
が
持
参
な
い
し
送
付
し
た
も
の
は
引

取
り
を
求
め
ら
れ
る
対
象
外
で
あ
っ
て
（
六
六
条
一
項
）、在
院
者
か
ら
交
付
申
請
の
あ
っ
た
領
置
金
品
の
交
付
対
象
者
で
あ
り
（
七
二

条
一
項
一
号
）、
在
院
者
が
逃
走
等
を
し
た
場
合
の
遺
留
物
を
引
き
渡
す
対
象
者
の
一
つ
と
し
て
、
在
院
者
の
親
権
を
行
う
者
等
も
挙

げ
ら
れ
て
い
る
（
七
六
条
一
項
）。
保
護
者
等
は
、
所
持
品
、
差
し
入
れ
品
等
の
処
分
の
協
力
者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
領

置
物
品
の
う
ち
限
度
量
を
超
え
る
も
の
の
交
付
を
受
け
る
対
象
者
で
も
あ
る
（
六
七
条
二
項
、
六
九
条
二
項
）。

　
少
年
鑑
別
所
法
と
同
様
に
、
保
護
者
等
は
、
原
則
と
し
て
許
可
さ
れ
る
面
会
の
対
象
者
で
あ
り
（
九
二
条
）、
加
え
て
、
保
護
者
は
、

少
年
院
の
長
の
許
可
が
あ
れ
ば
、
少
年
と
同
じ
場
所
で
宿
泊
し
つ
つ
面
会
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
九
七
条
）。
こ
れ
も
少
年
鑑
別
所

法
と
同
様
に
、保
護
者
は
、在
院
者
が
少
年
院
に
入
院
し
た
と
き
、速
や
か
に
そ
の
通
知
を
受
け
る
者
と
定
め
ら
れ
て
お
り
（
二
二
条
）、

負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
在
院
者
が
重
態
と
な
り
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
少
年
院
の
長
が
認
め
る
と
き
は
、
直
ち

に
、
少
年
院
の
長
は
そ
の
旨
を
保
護
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
五
六
条
一
項
）。
そ
し
て
、
こ
の
通
知
を
受
け
た
保
護
者
が

当
該
在
院
者
を
看
護
し
た
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
少
年
院
の
長
は
、
法
務
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
在
院
者
に

対
し
、
そ
の
看
護
を
受
け
る
こ
と
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
（
五
六
条
二
項
）。
従
っ
て
、
保
護
者
は
、
少
年
院
へ
の
収
容
や
在
院
者
の
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少
年
の
場
合
に
も
、
少
年
法
、
少
年
鑑
別
所
法
、
少
年
院
法
で
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る
。

　
し
か
し
、主
た
る
生
計
維
持
者
が
受
刑
者
と
な
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、「
加
害
者
家
族
」の
生
活
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。そ
う
し
た「
加

害
者
家
族
」
に
と
っ
て
は
、
一
日
一
日
の
生
活
を
ど
う
や
っ
て
し
の
ぐ
か
が
重
大
な
課
題
と
な
り
、
他
の
こ
と
に
は
関
心
が
持
て
な
く

な
る
。

　
し
か
も
、
本
人
が
逮
捕
さ
れ
た
段
階
で
被
疑
者
と
し
て
大
き
く
報
道
さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
そ
の
情
報
が
拡

散
さ
れ
る
と
、
そ
の
「
加
害
者
家
族
」
が
様
々
な
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）

　
そ
の
結
果
、「
加
害
者
家
族
」
は
外
出
す
る
力
さ
え
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
ス
ク
ラ
ム
現
象

が
生
じ
、「
加
害
者
家
族
」
の
住
居
に
報
道
関
係
者
が
押
し
寄
せ
て
、
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
よ
う
な
状
況
と
な
れ
ば
、「
加
害
者
家
族
」

は
外
出
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　「
加
害
者
家
族
」
を
取
り
巻
く
匿
名
の
人
々
か
ら
の
様
々
な
誹
謗
中
傷
な
ど
は
、
た
と
え
本
人
が
軽
微
な
罪
で
逮
捕
さ
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
も
生
じ
る
。
例
え
ば
、
窃
盗
罪
の
嫌
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
名
報
道
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
加
害

者
家
族
」
が
自
宅
を
出
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
逮
捕
時
の
実
名
報
道
記
事
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
即
座
に
被
疑
者
の
情
報
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
ま
と
め
サ
イ
ト
」
に
ま

と
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、そ
れ
が
拡
散
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、消
去
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
て
、い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
タ
ト
ゥ
ー

と
し
て
半
永
久
的
に
残
る
こ
と
に
な
り
、
い
つ
ま
で
も
バ
ッ
シ
ン
グ
が
「
加
害
者
家
族
」
に
及
ぶ
構
造
が
あ
る
。

（
二
）
少
年
事
件
の
「
加
害
者
家
族
」
の
被
害
状
況（
10
（

　
こ
う
し
た
「
加
害
者
家
族
」
の
被
害
状
況
は
本
人
が
少
年
で
あ
っ
て
も
妥
当
す
る
。

67 （熊本法学157号 ’23）

「加害者家族」に依存する刑事法の再検討に向けた序論的考察

健
康
に
重
大
な
事
態
が
発
生
し
て
い
る
と
き
に
通
知
を
受
け
、
看
護
を
申
出
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
地
位
に
あ
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
他
、在
院
者
の
保
護
者
に
は
、策
定
さ
れ
た
個
人
別
矯
正
教
育
計
画
が
速
や
か
に
少
年
院
の
長
か
ら
通
知
さ
れ
（
三
四
条
五
項
）、

在
院
者
の
成
績
評
価
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
少
年
院
の
長
か
ら
通
知
さ
れ
る
（
三
五
条
三
項
）（

８
）の

で
、
少
年
院
に
収
容
さ
れ

て
い
る
少
年
が
受
け
る
予
定
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
や
そ
の
教
育
の
成
果
等
に
つ
い
て
通
知
を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
言

え
る
。
加
え
て
、
少
年
院
の
長
は
、
退
院
し
、
若
し
く
は
仮
退
院
し
た
者
又
は
そ
の
保
護
者
そ
の
他
相
当
と
認
め
る
者
か
ら
、
退
院
し
、

又
は
仮
退
院
し
た
者
の
交
友
関
係
、
進
路
選
択
そ
の
他
健
全
な
社
会
生
活
を
営
む
上
で
の
各
般
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
求
め
ら
れ
た

場
合
に
お
い
て
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
少
年
院
の
職
員
に
そ
の
相
談
に
応
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
四
六
条
）
と
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
に
は
、
少
年
院
の
職
員
に
相
談
を
求
め
る
権
利
も
保
障
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
右
の
少
年
院
法
の
規
定
を
見
た
限
り
で
も
、
在
院
者
の
保
護
者
以
外
に
も
相
当
と
認
め
ら
れ
る
者
も
多
く
の
場
合
で
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
必
ず
し
も
少
年
の
家
族
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
年
院
法
に
お
い
て
も
、「
加
害
者
家
族
」
は
、
在
院
者
の
矯

正
教
育
に
関
し
重
要
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
容
易
に
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
　「
加
害
者
家
族
」
の
現
状

（
一
）
刑
事
事
件
の
「
加
害
者
家
族
」
の
被
害
状
況

　
右
で
見
た
よ
う
に
、「
加
害
者
家
族
」
に
は
、
刑
事
訴
訟
法
に
お
い
て
は
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
被
疑
者
・
被
告
人
に
と
っ
て
の
適

正
手
続
保
障
た
め
に
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
始
ま
り
、
刑
事
被
収
容
者
処
遇
法
、
更
生
保
護
法
に
お
い
て
も
特
別
な

地
位
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、受
刑
者
や
保
護
観
察
対
象
者
等
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
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少
年
の
場
合
に
も
、
少
年
法
、
少
年
鑑
別
所
法
、
少
年
院
法
で
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る
。

　
し
か
し
、主
た
る
生
計
維
持
者
が
受
刑
者
と
な
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、「
加
害
者
家
族
」の
生
活
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。そ
う
し
た「
加

害
者
家
族
」
に
と
っ
て
は
、
一
日
一
日
の
生
活
を
ど
う
や
っ
て
し
の
ぐ
か
が
重
大
な
課
題
と
な
り
、
他
の
こ
と
に
は
関
心
が
持
て
な
く

な
る
。

　
し
か
も
、
本
人
が
逮
捕
さ
れ
た
段
階
で
被
疑
者
と
し
て
大
き
く
報
道
さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
そ
の
情
報
が
拡

散
さ
れ
る
と
、
そ
の
「
加
害
者
家
族
」
が
様
々
な
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）

　
そ
の
結
果
、「
加
害
者
家
族
」
は
外
出
す
る
力
さ
え
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
ス
ク
ラ
ム
現
象

が
生
じ
、「
加
害
者
家
族
」
の
住
居
に
報
道
関
係
者
が
押
し
寄
せ
て
、
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
よ
う
な
状
況
と
な
れ
ば
、「
加
害
者
家
族
」

は
外
出
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　「
加
害
者
家
族
」
を
取
り
巻
く
匿
名
の
人
々
か
ら
の
様
々
な
誹
謗
中
傷
な
ど
は
、
た
と
え
本
人
が
軽
微
な
罪
で
逮
捕
さ
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
も
生
じ
る
。
例
え
ば
、
窃
盗
罪
の
嫌
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
名
報
道
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
加
害

者
家
族
」
が
自
宅
を
出
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
逮
捕
時
の
実
名
報
道
記
事
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
即
座
に
被
疑
者
の
情
報
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
ま
と
め
サ
イ
ト
」
に
ま

と
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、そ
れ
が
拡
散
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、消
去
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
て
、い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
タ
ト
ゥ
ー

と
し
て
半
永
久
的
に
残
る
こ
と
に
な
り
、
い
つ
ま
で
も
バ
ッ
シ
ン
グ
が
「
加
害
者
家
族
」
に
及
ぶ
構
造
が
あ
る
。

（
二
）
少
年
事
件
の
「
加
害
者
家
族
」
の
被
害
状
況（
10
（

　
こ
う
し
た
「
加
害
者
家
族
」
の
被
害
状
況
は
本
人
が
少
年
で
あ
っ
て
も
妥
当
す
る
。

67 （熊本法学157号 ’23）

「加害者家族」に依存する刑事法の再検討に向けた序論的考察



事
件
の
疑
い
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
早
く
か
ら
多
数
の
警
察
官
が
中
学
生
の
少
年
宅
に
押
し
か
け
て
、
断
り

も
な
く
少
年
の
部
屋
に
上
が
り
込
ん
で
、
寝
て
い
た
少
年
を
起
こ
し
て
連
行
し
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
そ
の
結
果
、
少
年
の
保
護
者

は
う
つ
状
態
に
な
り
、
少
年
の
家
族
全
員
が
不
安
定
な
心
理
状
態
に
置
か
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。）

（1
（

こ
の
よ
う
に
早
朝
か
ら
少
年
の

住
居
に
多
数
の
警
察
官
が
押
し
寄
せ
れ
ば
、
必
然
的
に
、
そ
の
こ
と
は
近
所
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
報
道
は
さ
れ

な
く
と
も
、
少
年
の
家
族
が
周
囲
か
ら
冷
た
い
目
で
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
バ
ッ
シ
ン
グ
に
さ
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。

　
し
か
し
、
非
行
少
年
の
保
護
者
の
直
面
す
る
問
題
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
非
行
少
年
の
多
く
が
保
護
者
な
ど
か
ら
虐
待
被
害

を
受
け
て
き
た
こ
と
は
、
今
や
、
非
行
少
年
に
関
わ
る
少
年
司
法
の
担
い
手
の
間
で
は
常
識
に
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
事
実
が
知
ら
れ
る
ほ
ど
、
非
行
少
年
の
保
護
者
に
対
し
て
は
よ
り
厳
し
い
目
線
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
し
か
も
、
虐
待
被
害
は
親
か
ら
子
へ
、
そ
し
て
そ
の
子
が
親
に
な
っ
て
、
ま
た
そ
の
子
ど
も
へ
と
、
世
代
間
で
連
鎖
す
る
こ
と
も

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
非
行
少
年
を
虐
待
し
て
き
た
保
護
者
も
虐
待
の
被
害
者
で
あ
っ
た
と
い
う
構
造
も
見
え
て

く
る
。
虐
待
被
害
体
験
は
、
そ
れ
を
受
け
た
者
に
様
々
な
悪
影
響
を
与
え
ざ
る
を
え
な
い
。）

（1
（

そ
の
中
に
、
様
々
な
人
々
と
つ
な
が
る
ス

キ
ル
の
未
発
達
や
、
適
切
な
他
者
に
相
談
し
、
頼
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
も
の
も
含
ま
れ
る
。）

（1
（

つ
ま
り
、
非
行
少
年
の
保

護
者
の
少
な
か
ら
ず
は
、
社
会
か
ら
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
て
も
、
そ
こ
か
ら
ど
う
動
け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
途
方
に
暮
れ
、
あ
る

い
は
、
独
り
で
そ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
に
耐
え
続
け
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
こ
と
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
確
か

に
、
非
行
少
年
の
保
護
者
の
中
に
は
、
我
が
子
が
引
き
起
こ
し
た
被
害
に
目
を
背
け
、
あ
る
い
は
、
被
害
の
隠
蔽
に
走
る
者
も
い
る
と

の
指
摘
も
あ
る
。）

（1
（

し
か
し
、
こ
う
し
た
保
護
者
の
中
に
も
、
も
ち
ろ
ん
に
自
ら
が
様
々
な
被
害
を
受
け
て
き
た
が
故
に
、
適
切
な
対
応

が
で
き
ず
に
、
こ
の
よ
う
な
行
動
に
出
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
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確
か
に
、
少
年
法
六
一
条
は
、
少
年
審
判
に
付
さ
れ
た
少
年
を
推
知
で
き
る
報
道
を
禁
じ
て
お
り
、
こ
の
規
定
は
少
年
が
被
疑
者
と

し
て
捜
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
段
階
に
も
当
て
は
ま
る
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、）

（（
（

一
見
す
る
と
、
少
年
が
被
疑
者
と
し
て
逮
捕
さ
れ

た
報
道
に
よ
っ
て
少
年
の
家
族
が
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
は
無
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
重
大
な
事
件
の
疑
い
が
少
年

に
か
け
ら
れ
て
、
少
年
が
逮
捕
さ
れ
る
と
、
少
年
の
実
名
は
報
道
さ
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
件
に
関
す
る
情
報
が
大
々
的
に
繰

り
返
し
報
じ
ら
れ
る
こ
と
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
そ
れ
が
拡
散
さ
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、容
易
に
少
年
本
人
が
特
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
し
て
、
結
果
的
に
「
加
害
者
家
族
」
も
特
定
さ
れ
、
一
般
事
件
の
「
加
害
者
家
族
」
の
場
合
と
同
様
に
バ
ッ
シ
ン
グ
の
被
害
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
長
崎
県
佐
世
保
市
に
お
け
る
女
子
高
生
殺
害
事
件
は
そ
の
典
型
と
言
え
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
実
名
報
道
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
少

年
の
自
宅
が
テ
レ
ビ
で
報
じ
ら
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
ま
と
め
サ
イ
ト
」
で
少
年
の
実
名
や
顔
写
真
が
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
少
年
だ
け
で
な
く
、
そ
の
親
ま
で
容
易
に
特
定
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
父
親
は
自
殺
す
る
に
至
っ
た
。）

（1
（

ま
た
、
川
崎

男
子
中
学
生
殺
害
事
件
の
よ
う
に
、
週
刊
誌
が
主
犯
格
と
さ
れ
た
少
年
だ
け
を
実
名
で
報
道
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
少

年
の
み
な
ら
ず
そ
の
家
族
も
バ
ッ
シ
ン
グ
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
今
ほ
ど
少
年
事
件
が
全
国
的
に
大
き
く
報
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
か
ら
既
に
当
て
は
ま
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、

一
九
九
〇
年
に
男
児
を
誘
拐
し
殺
害
し
た
と
し
て
当
時
一
七
歳
の
少
年
が
逮
捕
さ
れ
、
地
元
で
は
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
た
事
件
が
あ
っ

た
。
こ
の
少
年
の
母
親
は
、
誹
謗
中
傷
に
耐
え
て
き
た
こ
と
を
新
聞
記
者
に
告
白
し
て
い
る
。）

（1
（

　
し
か
も
、
一
般
事
件
の
場
合
と
同
様
に
、
た
と
え
軽
微
な
少
年
事
件
で
あ
っ
て
も
、「
加
害
者
家
族
」
が
被
害
を
受
け
る
例
も
あ
る
。

例
え
ば
、
警
察
は
、「
少
年
警
察
活
動
推
進
上
の
留
意
事
項
」
と
い
う
通
達
で
、
少
年
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
逮
捕
を
避
け
、
逮
捕

の
執
行
に
当
た
っ
て
も
、
執
行
の
時
機
、
場
所
、
方
法
等
に
つ
い
て
慎
重
に
配
慮
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
重
大
な

論　　　説
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事
件
の
疑
い
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
早
く
か
ら
多
数
の
警
察
官
が
中
学
生
の
少
年
宅
に
押
し
か
け
て
、
断
り

も
な
く
少
年
の
部
屋
に
上
が
り
込
ん
で
、
寝
て
い
た
少
年
を
起
こ
し
て
連
行
し
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
そ
の
結
果
、
少
年
の
保
護
者

は
う
つ
状
態
に
な
り
、
少
年
の
家
族
全
員
が
不
安
定
な
心
理
状
態
に
置
か
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。）

（1
（

こ
の
よ
う
に
早
朝
か
ら
少
年
の

住
居
に
多
数
の
警
察
官
が
押
し
寄
せ
れ
ば
、
必
然
的
に
、
そ
の
こ
と
は
近
所
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
報
道
は
さ
れ

な
く
と
も
、
少
年
の
家
族
が
周
囲
か
ら
冷
た
い
目
で
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
バ
ッ
シ
ン
グ
に
さ
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。

　
し
か
し
、
非
行
少
年
の
保
護
者
の
直
面
す
る
問
題
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
非
行
少
年
の
多
く
が
保
護
者
な
ど
か
ら
虐
待
被
害

を
受
け
て
き
た
こ
と
は
、
今
や
、
非
行
少
年
に
関
わ
る
少
年
司
法
の
担
い
手
の
間
で
は
常
識
に
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
事
実
が
知
ら
れ
る
ほ
ど
、
非
行
少
年
の
保
護
者
に
対
し
て
は
よ
り
厳
し
い
目
線
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
し
か
も
、
虐
待
被
害
は
親
か
ら
子
へ
、
そ
し
て
そ
の
子
が
親
に
な
っ
て
、
ま
た
そ
の
子
ど
も
へ
と
、
世
代
間
で
連
鎖
す
る
こ
と
も

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
非
行
少
年
を
虐
待
し
て
き
た
保
護
者
も
虐
待
の
被
害
者
で
あ
っ
た
と
い
う
構
造
も
見
え
て

く
る
。
虐
待
被
害
体
験
は
、
そ
れ
を
受
け
た
者
に
様
々
な
悪
影
響
を
与
え
ざ
る
を
え
な
い
。）

（1
（

そ
の
中
に
、
様
々
な
人
々
と
つ
な
が
る
ス

キ
ル
の
未
発
達
や
、
適
切
な
他
者
に
相
談
し
、
頼
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
も
の
も
含
ま
れ
る
。）

（1
（

つ
ま
り
、
非
行
少
年
の
保

護
者
の
少
な
か
ら
ず
は
、
社
会
か
ら
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
て
も
、
そ
こ
か
ら
ど
う
動
け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
途
方
に
暮
れ
、
あ
る

い
は
、
独
り
で
そ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
に
耐
え
続
け
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
こ
と
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
確
か

に
、
非
行
少
年
の
保
護
者
の
中
に
は
、
我
が
子
が
引
き
起
こ
し
た
被
害
に
目
を
背
け
、
あ
る
い
は
、
被
害
の
隠
蔽
に
走
る
者
も
い
る
と

の
指
摘
も
あ
る
。）

（1
（

し
か
し
、
こ
う
し
た
保
護
者
の
中
に
も
、
も
ち
ろ
ん
に
自
ら
が
様
々
な
被
害
を
受
け
て
き
た
が
故
に
、
適
切
な
対
応

が
で
き
ず
に
、
こ
の
よ
う
な
行
動
に
出
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
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者
を
特
定
し
、
そ
れ
に
よ
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
た
め
の
訴
状
を
裁
判
所
に
提
出
し
、
民
事
裁
判
の
原
告
に
な
る
こ
と
も
で
き
な
い
の

は
当
然
で
あ
る
。
主
た
る
生
計
維
持
者
が
逮
捕
さ
れ
た
の
を
契
機
に
生
活
が
ま
ま
な
ら
な
ら
ず
、
追
わ
れ
る
よ
う
に
そ
れ
ま
で
の
住
居

か
ら
逃
げ
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
「
加
害
者
家
族
」
に
は
そ
う
し
た
書
面
を
ま
と
め
て
捜
査
機
関
や
裁
判
所
に
提
出
す
る
余
裕
が
あ
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
近
代
刑
法
原
則
か
ら
導
か
れ
る
個
人
責
任
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
近
代
以
前
の
縁
座
や
連
座）

（1
（

は
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
に
長
崎
で
一
二
歳
の
少
年
が
幼
児
を
殺
害
し
た
と
し
て
補
導

さ
れ
た
際
に
、
当
時
の
青
少
年
育
成
推
進
本
部
担
当
大
臣
が
「
加
害
少
年
の
親
は
市
中
引
き
回
し
の
う
え
打
ち
首
に
す
べ
き
」
と
、
加

害
者
家
族
に
も
犯
罪
の
責
任
が
あ
る
か
の
よ
う
な
、
個
人
責
任
原
則
に
反
す
る
驚
く
べ
き
発
言
を
行
っ
た
こ
と
さ
え
あ
る
。
加
え
て
、

少
年
を
除
い
て
被
疑
者
が
逮
捕
さ
れ
た
時
に
被
疑
者
の
実
名
が
当
た
り
前
に
報
道
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
で
は
、「
加
害
者
家
族
」

に
対
す
る
違
法
な
攻
撃
を
防
止
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
国
が
行
う
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
、
大
臣
が
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
違
法
な
バ
ッ

シ
ン
グ
を
扇
動
し
か
ね
な
い
言
動
を
行
っ
た
上
に
、
逮
捕
時
実
名
報
道
が
問
題
視
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
き
た
事
実
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
を
防
止
す
る
前
提
と
な
る
犯
罪
処
罰
や
不
法
行
為
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
手
続

が
進
む
こ
と
は
な
く
、
逆
に
犯
罪
に
も
あ
た
る
バ
ッ
シ
ン
グ
を
促
進
す
る
よ
う
な
状
況
が
放
置
さ
れ
て
い
る
限
り
、「
加
害
者
家
族
」

へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
が
防
止
さ
れ
る
は
ず
は
な
い
。

（
四
）
法
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
「
加
害
者
家
族
」

　
右
の
考
察
を
前
提
に
す
る
限
り
、
日
本
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
は
、「
加
害
者
」
と
さ
れ
た
者
の
逮
捕
な
ど
が
報
じ
ら
れ
る
こ

と
な
ど
を
契
機
に
、
生
活
が
激
変
し
、
一
日
一
日
を
ど
う
や
っ
て
し
の
ぐ
か
だ
け
が
関
心
事
に
な
っ
て
し
ま
う
か
、
様
々
な
バ
ッ
シ
ン
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こ
の
よ
う
に
、
少
年
事
件
の
「
加
害
者
家
族
」
も
、
少
年
法
六
一
条
に
よ
り
少
年
本
人
の
推
知
報
道
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
一
般
の
刑
事
事
件
の
場
合
と
同
じ
く
、
バ
ッ
シ
ン
グ
の
対
象
と
さ
れ
る
構
造
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、

「
加
害
者
家
族
」
が
非
行
少
年
を
虐
待
し
て
い
た
者
と
し
て
バ
ッ
シ
ン
グ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
虐
待
親
も
、

か
つ
て
は
虐
待
被
害
者
で
あ
っ
て
、
非
行
少
年
に
対
し
て
親
と
し
て
適
切
な
対
応
が
で
き
な
い
ま
ま
バ
ッ
シ
ン
グ
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
窺
え
る
。

（
三
）「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
を
完
全
に
防
止
で
き
る
か）

（1
（

？

　
右
で
見
た
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
の
中
に
は
、
名
誉
毀
損
罪
、
侮
辱
罪
、
偽
計
な
い
し
威
力
業
務
妨
害
罪
な
ど
の
刑
法

各
則
上
の
犯
罪
構
成
要
件
に
該
当
す
る
も
の
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
匿

名
の
個
人
が
、「
加
害
者
家
族
」
か
ら
急
迫
不
正
の
侵
害
を
加
え
ら
れ
た
り
、
現
在
の
危
難
に
あ
っ
て
、
避
難
の
た
め
や
む
を
え
ず
「
加

害
者
家
族
」
を
攻
撃
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ

の
中
で
犯
罪
構
成
要
件
に
該
当
す
る
も
の
は
、
刑
法
上
正
当
化
さ
れ
ず
、
犯
罪
な
い
し
触
法
行
為
と
し
て
防
止
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
言

え
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
た
と
え
犯
罪
構
成
要
件
に
該
当
し
な
く
と
も
、「
加
害
者
家
族
」
の
権
利
を
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
侵
害
す

る
行
為
で
あ
る
以
上
、
民
法
七
〇
九
条
の
不
法
行
為
に
当
た
り
、「
加
害
者
家
族
」
に
対
し
て
バ
ッ
シ
ン
グ
を
行
っ
た
者
に
は
、
そ
れ

に
よ
り
生
じ
た
「
加
害
者
家
族
」
の
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
も
あ
る
。
従
っ
て
、「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
は
法
的
に
言
え

ば
防
止
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
た
「
加
害
者
家
族
」
が
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
被
害
に
つ
い
て
捜
査
機
関
に
被
害
届
、
あ
る
い
は
告
訴
状

な
い
し
告
発
状
を
提
出
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
の
も
現
実
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
、「
加
害
者
家
族
」
が
自
ら
に
不
法
行
為
を
行
っ
た
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者
を
特
定
し
、
そ
れ
に
よ
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
た
め
の
訴
状
を
裁
判
所
に
提
出
し
、
民
事
裁
判
の
原
告
に
な
る
こ
と
も
で
き
な
い
の

は
当
然
で
あ
る
。
主
た
る
生
計
維
持
者
が
逮
捕
さ
れ
た
の
を
契
機
に
生
活
が
ま
ま
な
ら
な
ら
ず
、
追
わ
れ
る
よ
う
に
そ
れ
ま
で
の
住
居

か
ら
逃
げ
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
「
加
害
者
家
族
」
に
は
そ
う
し
た
書
面
を
ま
と
め
て
捜
査
機
関
や
裁
判
所
に
提
出
す
る
余
裕
が
あ
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
近
代
刑
法
原
則
か
ら
導
か
れ
る
個
人
責
任
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
近
代
以
前
の
縁
座
や
連
座）

（1
（

は
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
に
長
崎
で
一
二
歳
の
少
年
が
幼
児
を
殺
害
し
た
と
し
て
補
導

さ
れ
た
際
に
、
当
時
の
青
少
年
育
成
推
進
本
部
担
当
大
臣
が
「
加
害
少
年
の
親
は
市
中
引
き
回
し
の
う
え
打
ち
首
に
す
べ
き
」
と
、
加

害
者
家
族
に
も
犯
罪
の
責
任
が
あ
る
か
の
よ
う
な
、
個
人
責
任
原
則
に
反
す
る
驚
く
べ
き
発
言
を
行
っ
た
こ
と
さ
え
あ
る
。
加
え
て
、

少
年
を
除
い
て
被
疑
者
が
逮
捕
さ
れ
た
時
に
被
疑
者
の
実
名
が
当
た
り
前
に
報
道
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
で
は
、「
加
害
者
家
族
」

に
対
す
る
違
法
な
攻
撃
を
防
止
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
国
が
行
う
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
、
大
臣
が
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
違
法
な
バ
ッ

シ
ン
グ
を
扇
動
し
か
ね
な
い
言
動
を
行
っ
た
上
に
、
逮
捕
時
実
名
報
道
が
問
題
視
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
き
た
事
実
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
を
防
止
す
る
前
提
と
な
る
犯
罪
処
罰
や
不
法
行
為
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
手
続

が
進
む
こ
と
は
な
く
、
逆
に
犯
罪
に
も
あ
た
る
バ
ッ
シ
ン
グ
を
促
進
す
る
よ
う
な
状
況
が
放
置
さ
れ
て
い
る
限
り
、「
加
害
者
家
族
」

へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
が
防
止
さ
れ
る
は
ず
は
な
い
。

（
四
）
法
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
「
加
害
者
家
族
」

　
右
の
考
察
を
前
提
に
す
る
限
り
、
日
本
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
は
、「
加
害
者
」
と
さ
れ
た
者
の
逮
捕
な
ど
が
報
じ
ら
れ
る
こ

と
な
ど
を
契
機
に
、
生
活
が
激
変
し
、
一
日
一
日
を
ど
う
や
っ
て
し
の
ぐ
か
だ
け
が
関
心
事
に
な
っ
て
し
ま
う
か
、
様
々
な
バ
ッ
シ
ン
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四
　
日
本
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
支
援

（
一
）
日
本
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
公
的
な
支
援
の
欠
如

　
右
で
み
た
よ
う
な
バ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
「
加
害
者
家
族
」
は
、
不
法
行
為
と
な
る
バ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
っ
て
損
害
が
生

じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
バ
ッ
シ
ン
グ
を
行
っ
た
者
か
ら
損
害
賠
償
を
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
そ
こ
で
、
右
で
見
た
様
々
な
刑
事
法
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、「
加
害
者
家
族
」

へ
の
支
援
が
あ
り
う
る
。
そ
れ
で
は
、日
本
に
お
い
て
、「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
が
犯
罪
に
当
た
る
場
合
に
、果
た
し
て
「
加

害
者
家
族
」
に
対
し
て
公
的
な
支
援
は
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
、
世
帯
主
が
逮
捕
さ
れ
、
収
入
や
資
産
等
が
生
活
保
護

基
準
を
下
回
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
生
活
保
護
の
給
付
は
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
残
さ
れ
た
「
加
害
者
家
族
」
が
稼
働
可
能
と
判
断
さ
れ

た
場
合
や
、
少
年
が
逮
捕
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
公
的
扶
助
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

　
そ
こ
で
、「
加
害
者
家
族
」
が
被
害
を
受
け
て
い
る
点
に
着
目
し
て
、
そ
の
被
害
に
対
す
る
公
的
支
援
制
度
の
有
無
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
支
給
法
に
よ
る
給
付
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
法
で
は
給
付
金
支
給
の
対
象
と
な

る
犯
罪
被
害
が
、
故
意
の
「
犯
罪
行
為
に
よ
る
死
亡
、
重
傷
病
又
は
障
害
を
い
い
、
犯
罪
行
為
の
時
又
は
そ
の
直
後
に
お
け
る
心
身
の

被
害
で
あ
つ
て
そ
の
後
の
死
亡
、
重
傷
病
又
は
障
害
の
原
因
と
な
り
得
る
も
の
を
含
む
」（
二
条
二
項
）
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

犯
罪
被
害
の
ほ
と
ん
ど
が
、
威
力
な
い
し
偽
計
業
務
妨
害
、
名
誉
毀
損
、
あ
る
い
は
侮
辱
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
「
加

害
者
家
族
」
は
、
こ
の
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
圧
倒
的
と
言
え
る
。

　
も
っ
と
も
、
同
法
に
遅
れ
る
こ
と
二
四
年
後
の
二
〇
〇
四
年
に
制
定
さ
れ
た
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
お
い
て
は
犯
罪
被
害
者
等
と

は
、
犯
罪
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
心
身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
よ
り
害
を
被
っ
た
者
及
び
そ
の
家
族
又
は
遺
族
（
二
条
二
項
）
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グ
に
よ
る
被
害
を
受
け
、
身
を
潜
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
加
害
者
家
族
」
は
、
た
と
え
刑
事
訴
訟
法

八
一
条
に
基
づ
く
接
見
禁
止
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
被
疑
者
と
接
見
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
し
か
も
、
バ
ッ
シ
ン

グ
や
メ
デ
ィ
ア
ス
ク
ラ
ム
の
影
響
は
長
期
間
に
渡
り
、
逮
捕
、
起
訴
前
勾
留
、
起
訴
後
勾
留
、
刑
事
施
設
に
お
け
る
受
刑
と
、
刑
事
手

続
の
対
象
と
な
っ
た
本
人
の
法
的
な
位
置
付
け
が
、
被
疑
者
、
被
告
人
、
そ
し
て
受
刑
者
と
変
化
し
て
も
、
本
人
に
面
会
に
行
っ
た
り
、

手
紙
を
出
し
た
り
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
が
現
実
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
と
え
、「
加
害
者
家
族
」
が
受
刑
者

か
ら
手
紙
を
受
け
取
っ
て
も
、
有
罪
が
確
定
す
る
ま
で
の
極
め
て
短
時
間
の
接
見
で
は
詳
し
い
事
実
を
知
る
こ
と
も
で
き
ず
、
受
刑
者

本
人
か
ら
謝
罪
の
言
葉
も
な
い
ま
ま
、受
刑
者
の
せ
い
で
世
間
か
ら
身
を
隠
し
て
お
び
え
な
が
ら
暮
ら
す
羽
目
に
な
っ
た
こ
と
を
恨
み
、

二
度
と
一
緒
に
住
む
気
に
な
れ
な
い
と
い
う
現
実
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。）

12
（

こ
れ
で
は
、
刑
事
訴
訟
法
が
被
疑
者
・
被
告
人
な

ど
の
適
正
手
続
保
障
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
、
刑
事
被
収
容
者
処
遇
法
や
更
生
保
護
法
が
、
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
支
援
に
向
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ「
加
害
者
家
族
」に
重
要
な
役
割
を
期
待
し
て
も
、「
加
害
者
家
族
」が
そ
れ
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
本
人
が
少
年
の
場
合
で
あ
っ
て
も
大
き
く
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
少
年
法
六
一
条
の
お
か
げ
で
、
逮
捕
時
の
実

名
報
道
こ
そ
な
さ
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
は
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、

少
年
法
第
五
次
改
正
法
に
よ
り
、
一
八
歳
以
上
二
〇
歳
未
満
の
特
定
少
年
が
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
検
察
官
送
致
決
定
を
受
け
て
、
公

判
請
求
の
形
で
起
訴
さ
れ
る
と
、本
人
推
知
報
道
の
禁
止
規
定
が
及
ば
な
く
な
り
（
六
八
条
）、実
名
報
道
が
解
禁
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
特
定
少
年
の
親
な
ど
が
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
る
構
造
が
よ
り
強
化
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
は
、
少
年
法
、
少
年
鑑
別
所
法
、
少
年
院
法
が
少
年
の
保
護
者
に
期
待
す
る
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
は
ず
は
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
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四
　
日
本
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
支
援

（
一
）
日
本
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
公
的
な
支
援
の
欠
如

　
右
で
み
た
よ
う
な
バ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
「
加
害
者
家
族
」
は
、
不
法
行
為
と
な
る
バ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
っ
て
損
害
が
生

じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
バ
ッ
シ
ン
グ
を
行
っ
た
者
か
ら
損
害
賠
償
を
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
そ
こ
で
、
右
で
見
た
様
々
な
刑
事
法
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、「
加
害
者
家
族
」

へ
の
支
援
が
あ
り
う
る
。
そ
れ
で
は
、日
本
に
お
い
て
、「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
が
犯
罪
に
当
た
る
場
合
に
、果
た
し
て
「
加

害
者
家
族
」
に
対
し
て
公
的
な
支
援
は
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
、
世
帯
主
が
逮
捕
さ
れ
、
収
入
や
資
産
等
が
生
活
保
護

基
準
を
下
回
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
生
活
保
護
の
給
付
は
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
残
さ
れ
た
「
加
害
者
家
族
」
が
稼
働
可
能
と
判
断
さ
れ

た
場
合
や
、
少
年
が
逮
捕
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
公
的
扶
助
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

　
そ
こ
で
、「
加
害
者
家
族
」
が
被
害
を
受
け
て
い
る
点
に
着
目
し
て
、
そ
の
被
害
に
対
す
る
公
的
支
援
制
度
の
有
無
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
支
給
法
に
よ
る
給
付
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
法
で
は
給
付
金
支
給
の
対
象
と
な

る
犯
罪
被
害
が
、
故
意
の
「
犯
罪
行
為
に
よ
る
死
亡
、
重
傷
病
又
は
障
害
を
い
い
、
犯
罪
行
為
の
時
又
は
そ
の
直
後
に
お
け
る
心
身
の

被
害
で
あ
つ
て
そ
の
後
の
死
亡
、
重
傷
病
又
は
障
害
の
原
因
と
な
り
得
る
も
の
を
含
む
」（
二
条
二
項
）
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

犯
罪
被
害
の
ほ
と
ん
ど
が
、
威
力
な
い
し
偽
計
業
務
妨
害
、
名
誉
毀
損
、
あ
る
い
は
侮
辱
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
「
加

害
者
家
族
」
は
、
こ
の
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
圧
倒
的
と
言
え
る
。

　
も
っ
と
も
、
同
法
に
遅
れ
る
こ
と
二
四
年
後
の
二
〇
〇
四
年
に
制
定
さ
れ
た
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
お
い
て
は
犯
罪
被
害
者
等
と

は
、
犯
罪
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
心
身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
よ
り
害
を
被
っ
た
者
及
び
そ
の
家
族
又
は
遺
族
（
二
条
二
項
）
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次
に
、
二
〇
一
五
年
に
大
阪
で
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
キ
マ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も
、
同
様
に
、
臨
床
心
理
士
を
中
心
に
弁
護
士
、

社
会
福
祉
士
と
い
っ
た
有
資
格
者
の
他
、
元
家
庭
裁
判
所
調
査
官
、
元
学
校
長
、
就
労
支
援
経
験
者
な
ど
の
実
務
経
験
者
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、心
理
・
法
・
福
祉
の
専
門
性
や
実
務
的
知
識
を
集
約
し
た「
加
害
者
家
族
」へ
の
無
料
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。具
体
的
に
は
、「
加

害
者
家
族
」
へ
の
二
四
時
間
対
応
の
電
話
窓
口
相
談
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
会
、
希
望
に
応
じ
た
個
別

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
家
庭
訪
問
が
そ
の
支
援
の
内
容
と
さ
れ
る
。）

11
（

　
最
後
に
、
山
形
県
弁
護
士
会
は
、
本
人
が
逮
捕
・
勾
留
さ
れ
て
い
る
「
加
害
者
家
族
」
に
対
す
る
速
や
か
な
法
的
支
援
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
犯
罪
加
害
者
家
族
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
担

当
弁
護
士
が
「
加
害
者
家
族
」
か
ら
の
電
話
相
談
を
受
け
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
面
接
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

相
談
は
、
一
回
目
は
無
料
だ
が
、
二
回
目
以
降
の
相
談
を
受
け
る
に
は
、
三
〇
分
あ
た
り
税
込
五
五
〇
〇
円
の
相
談
料
が
必
要
と
な
る）

11
（

。

　
バ
ッ
シ
ン
グ
被
害
を
受
け
る
「
加
害
者
家
族
」
は
日
本
全
国
津
々
浦
々
に
存
在
し
う
る
の
に
、
そ
う
し
た
「
加
害
者
家
族
」
を
支
援

す
る
日
本
の
団
体
は
こ
の
三
つ
し
か
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
団
体
は
寄
付
や
助
成
金
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
公
的
資
金
を
ふ

ん
だ
ん
に
得
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、こ
う
し
た
団
体
に
よ
る
支
援
が
「
加
害
者
家
族
」
に
対
し
て
な
さ
れ
は
す
る
も
の
の
、

バ
ッ
シ
ン
グ
被
害
を
受
け
た
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
支
援
と
し
て
は
到
底
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。

　
つ
ま
り
、
日
本
で
は
、
刑
事
訴
訟
法
を
始
め
と
す
る
刑
事
法
で
、
被
疑
者
等
の
当
事
者
と
の
面
会
等
に
関
し
て
、「
加
害
者
家
族
」

に
特
別
な
地
位
を
与
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
加
害
者
家
族
」
の
中
に
は
当
事
者
と
面
会
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
況
に
あ
り
、

し
か
も
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
支
援
も
乏
し
い
の
で
あ
る
。
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と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、「
す
べ
て
犯
罪
被
害
者
等
は
、
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
保
障
さ

れ
る
権
利
を
有
」（
三
条
一
項
）
し
、
犯
罪
被
害
者
等
の
た
め
の
施
策
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
、
被
害
を
受
け
た
と
き
か
ら
再
び
平
穏

な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、
必
要
な
支
援
等
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
講
ぜ

ら
れ
る
も
の
と
す
る
旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
（
三
条
三
項
）。
つ
ま
り
、犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
で
は
、バ
ッ
シ
ン
グ
被
害
を
受
け
た
「
加

害
者
家
族
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
被
害
を
受
け
た
と
き
か
ら
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
必
要
な
支

援
等
を
途
切
れ
な
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
施
策
が
講
ぜ
ら
れ
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
、
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
の
立
法
後
も
、
バ
ッ
シ
ン
グ
被
害
を
受
け
た
「
加
害
者
家
族
」
を
的
確
に
包
含
す
る

よ
う
な
公
的
支
援
制
度
は
な
い
。
ま
し
て
、
バ
ッ
シ
ン
グ
が
不
法
行
為
を
構
成
す
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
た
と
え
「
加
害
者
家
族
」

が
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
公
的
支
援
制
度
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
。

（
二
）
日
本
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
支
援
の
現
状

　
右
で
見
た
よ
う
な
、
様
々
な
バ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
い
る
「
加
害
者
家
族
」
に
対
す
る
公
的
な
支
援
制
度
が
欠
如
し
て

い
る
状
況
下
で
、
二
〇
〇
八
年
に
仙
台
で
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ワ
ー
ル
ド
オ
ー
プ
ン
ハ
ー
ト
が
、「
加
害
者
家
族
」
か
ら
の
支
援
要
請

を
受
け
て
、
代
表
者
の
阿
部
恭
子
を
中
心
に
弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
、
不
動
産
鑑
定
士
な
ど
の
専
門
家
と
連
携
し
つ
つ
、「
加
害
者
家

族
」
に
対
し
て
無
料
で
支
援
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
加
害
者
家
族
」
か
ら
の
電
話
相
談
へ
の
対
応
に
よ
る
支
援
、

「
加
害
者
家
族
」
の
経
済
的
負
担
を
減
ら
す
た
め
の
転
居
の
相
談
を
受
け
、「
加
害
者
家
族
」
が
所
有
し
て
い
る
土
地
や
建
物
の
処
分
や

福
祉
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
の
経
済
的
支
援
、
さ
ら
に
は
、
心
理
専
門
家
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
「
加
害
者
家
族
」
が
集

ま
る
家
族
会
の
設
定
な
ど
の
心
理
的
支
援
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。）

1（
（
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次
に
、
二
〇
一
五
年
に
大
阪
で
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
キ
マ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も
、
同
様
に
、
臨
床
心
理
士
を
中
心
に
弁
護
士
、

社
会
福
祉
士
と
い
っ
た
有
資
格
者
の
他
、
元
家
庭
裁
判
所
調
査
官
、
元
学
校
長
、
就
労
支
援
経
験
者
な
ど
の
実
務
経
験
者
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、心
理
・
法
・
福
祉
の
専
門
性
や
実
務
的
知
識
を
集
約
し
た「
加
害
者
家
族
」へ
の
無
料
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。具
体
的
に
は
、「
加

害
者
家
族
」
へ
の
二
四
時
間
対
応
の
電
話
窓
口
相
談
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
会
、
希
望
に
応
じ
た
個
別

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
家
庭
訪
問
が
そ
の
支
援
の
内
容
と
さ
れ
る
。）

11
（

　
最
後
に
、
山
形
県
弁
護
士
会
は
、
本
人
が
逮
捕
・
勾
留
さ
れ
て
い
る
「
加
害
者
家
族
」
に
対
す
る
速
や
か
な
法
的
支
援
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
犯
罪
加
害
者
家
族
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
担

当
弁
護
士
が
「
加
害
者
家
族
」
か
ら
の
電
話
相
談
を
受
け
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
面
接
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

相
談
は
、
一
回
目
は
無
料
だ
が
、
二
回
目
以
降
の
相
談
を
受
け
る
に
は
、
三
〇
分
あ
た
り
税
込
五
五
〇
〇
円
の
相
談
料
が
必
要
と
な
る）

11
（

。

　
バ
ッ
シ
ン
グ
被
害
を
受
け
る
「
加
害
者
家
族
」
は
日
本
全
国
津
々
浦
々
に
存
在
し
う
る
の
に
、
そ
う
し
た
「
加
害
者
家
族
」
を
支
援

す
る
日
本
の
団
体
は
こ
の
三
つ
し
か
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
団
体
は
寄
付
や
助
成
金
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
公
的
資
金
を
ふ

ん
だ
ん
に
得
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、こ
う
し
た
団
体
に
よ
る
支
援
が
「
加
害
者
家
族
」
に
対
し
て
な
さ
れ
は
す
る
も
の
の
、

バ
ッ
シ
ン
グ
被
害
を
受
け
た
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
支
援
と
し
て
は
到
底
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。

　
つ
ま
り
、
日
本
で
は
、
刑
事
訴
訟
法
を
始
め
と
す
る
刑
事
法
で
、
被
疑
者
等
の
当
事
者
と
の
面
会
等
に
関
し
て
、「
加
害
者
家
族
」

に
特
別
な
地
位
を
与
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
加
害
者
家
族
」
の
中
に
は
当
事
者
と
面
会
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
況
に
あ
り
、

し
か
も
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
支
援
も
乏
し
い
の
で
あ
る
。
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で
あ
る
場
合
、
日
本
と
同
様
に
、
ド
イ
ツ
の
受
刑
者
家
族
も
苦
し
い
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
憲
法
で
あ
る
、

基
本
法
六
条
一
項
が
、
家
族
を
国
の
介
入
か
ら
特
別
に
保
護
し
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
八

条
が
、
す
べ
て
の
者
に
そ
の
私
生
活
お
よ
び
家
族
生
活
の
尊
重
を
求
め
る
権
利
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
も
背
景
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。）

11
（

　
こ
れ
に
加
え
て
、
ド
イ
ツ
で
注
目
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
行
刑
法
で
、
受
刑
者
家
族
に
対
し
て
受
刑
者
と
の
面
会
に

あ
た
っ
て
特
別
の
支
援
が
定
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
、
配
偶
者
等
が
勾
留
な
い
し
受
刑
に
よ
っ
て
拘
禁
さ
れ
、
収
入
源

が
失
わ
れ
た
場
合
に
、
社
会
法
典
（Sozialgesetzbuch

）
に
よ
る
社
会
扶
助
に
よ
る
給
付
と
は
別
に
、
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
に
は
様
々

な
公
的
な
支
援
が
用
意
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
社
会
法
典
二
章
な
い
し
一
二
章
に
基
づ
く
給
付
が
得
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、

配
偶
者
と
の
離
別
の
意
思
な
く
当
該
配
偶
者
の
拘
禁
が
二
年
以
下
の
場
合
は
、
職
業
を
紹
介
す
る
公
的
機
関
で
あ
る
職
業
セ
ン
タ
ー

（Jobcenter

）
か
ら
、
住
居
の
家
賃
を
支
払
っ
て
も
ら
え
る
。
そ
の
拘
禁
が
二
年
を
超
え
る
場
合
は
、
よ
り
狭
い
住
居
に
転
居
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
転
居
費
用
は
職
業
セ
ン
タ
ー
が
負
担
す
る
。）

11
（

ま
た
社
会
法
典
の
給
付
を
受
け
て
い
る
被
拘
禁
者
の
家
族
が
、

面
会
の
た
め
に
被
拘
禁
者
を
訪
問
す
る
交
通
費
が
高
額
に
な
る
場
合
、
職
業
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
交
通
費
を
支
払
う
（
社
会
法
典
二
章

二
一
条
六
項
）
な
ど
が
公
的
支
援
の
内
容
で
あ
る
。）

11
（

　
こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
で
も
、
刑
事
被
拘
禁
者
の
家
族
と
い
う
「
加
害
者
家
族
」
が
、
刑
事
拘
禁
に
係
る
法
律
上
、
特
別
な
地
位
を
与

え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
例
え
ば
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
が
被
拘
禁
者
に
面
会
す
る
際
に
公
的
な
支
援

が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
整
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。）

11
（
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五
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
へ
の
支
援
の
現
状

（
一
）
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
の
法
的
地
位
と
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
に
対
す
る
公
的
支
援
制
度

　
こ
う
し
た
日
本
の
「
加
害
者
家
族
」
を
め
ぐ
る
状
況
と
比
較
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑

者
・
被
告
人
や
受
刑
者
を
含
む
、
刑
事
被
拘
禁
者
の
家
族
の
法
的
位
置
付
け
を
簡
単
に
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
の
状
況
を
概
観
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
・
被
告
人
と
そ
の
家
族
と
の
面
会
・
通
信
に
つ
い
て
は
、
勾
留
執
行
に
関
す
る
各
ラ
ン
ト
の
法
律

に
定
め
が
あ
り
、
例
え
ば
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
勾
留
執
行
の
規
律
に
関
す
る
法
律
で
は
、
勾
留
さ
れ
て
い

る
者
と
そ
の
親
族
と
の
面
会
・
通
信
は
特
に
奨
励
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
る
（
一
六
条
三
項
）
な
ど
、
勾
留
中
の
被
疑
者
・
被
告
人
の
家

族
に
は
法
的
に
特
別
な
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
ド
イ
ツ
の
連
邦
行
刑
法
で
は
、
行
刑
施
設
の
長
が
受
刑
者
と
の
面
会
を

中
止
で
き
る
対
象
者
か
ら
は
受
刑
者
の
親
族）

11
（

を
外
し
て
い
る
（
二
五
条
）
な
ど
、
や
は
り
受
刑
者
の
家
族
を
特
別
な
地
位
に
置
い
て
い

る
。
さ
ら
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
行
刑
法
の
よ
う
に
、
受
刑
者
の
親
族
を
面
会
や
通
信
の
禁
止
の
例
外
と
す
る
だ
け
で
な
く
（
三
〇
条
二
項
、

三
五
条
二
項
）、
そ
の
受
刑
者
と
の
面
会
に
あ
た
っ
て
の
訪
問
に
は
特
別
の
支
援
が
な
さ
れ
（
二
九
条
二
項
）、
立
会
人
に
よ
る
監
視
無

し
で
の
長
時
間
面
会
も
許
さ
れ
る
（
二
九
条
四
項
）
旨
の
規
定
を
置
く
ラ
ン
ト
法
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
刑
事

被
拘
禁
者
の
家
族
は
刑
事
法
上
特
別
な
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。）

11
（

し
か
も
、
日
本
と
は
異
な
り
、
ベ
ル
リ
ン
の
行
刑

法
で
は
、
面
会
に
当
た
っ
て
特
別
な
支
援
を
受
け
る
対
象
と
し
て
受
刑
者
家
族
が
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
範
囲
は
同
性

の
パ
ー
ト
ナ
ー
も
含
む
な
ど
の
点
は
注
目
に
値
す
る
。

　
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
勾
留
や
自
由
刑
の
執
行
に
よ
っ
て
身
体
を
拘
束
さ
れ
た
者
が
、
そ
の
家
族
の
生
計
を
主
に
維
持
し
て
い
た
者
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で
あ
る
場
合
、
日
本
と
同
様
に
、
ド
イ
ツ
の
受
刑
者
家
族
も
苦
し
い
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
憲
法
で
あ
る
、

基
本
法
六
条
一
項
が
、
家
族
を
国
の
介
入
か
ら
特
別
に
保
護
し
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
八

条
が
、
す
べ
て
の
者
に
そ
の
私
生
活
お
よ
び
家
族
生
活
の
尊
重
を
求
め
る
権
利
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
も
背
景
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。）

11
（

　
こ
れ
に
加
え
て
、
ド
イ
ツ
で
注
目
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
ラ
ン
ト
レ
ベ
ル
の
行
刑
法
で
、
受
刑
者
家
族
に
対
し
て
受
刑
者
と
の
面
会
に

あ
た
っ
て
特
別
の
支
援
が
定
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
、
配
偶
者
等
が
勾
留
な
い
し
受
刑
に
よ
っ
て
拘
禁
さ
れ
、
収
入
源

が
失
わ
れ
た
場
合
に
、
社
会
法
典
（Sozialgesetzbuch

）
に
よ
る
社
会
扶
助
に
よ
る
給
付
と
は
別
に
、
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
に
は
様
々

な
公
的
な
支
援
が
用
意
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
社
会
法
典
二
章
な
い
し
一
二
章
に
基
づ
く
給
付
が
得
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、

配
偶
者
と
の
離
別
の
意
思
な
く
当
該
配
偶
者
の
拘
禁
が
二
年
以
下
の
場
合
は
、
職
業
を
紹
介
す
る
公
的
機
関
で
あ
る
職
業
セ
ン
タ
ー

（Jobcenter

）
か
ら
、
住
居
の
家
賃
を
支
払
っ
て
も
ら
え
る
。
そ
の
拘
禁
が
二
年
を
超
え
る
場
合
は
、
よ
り
狭
い
住
居
に
転
居
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
転
居
費
用
は
職
業
セ
ン
タ
ー
が
負
担
す
る
。）

11
（

ま
た
社
会
法
典
の
給
付
を
受
け
て
い
る
被
拘
禁
者
の
家
族
が
、

面
会
の
た
め
に
被
拘
禁
者
を
訪
問
す
る
交
通
費
が
高
額
に
な
る
場
合
、
職
業
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
交
通
費
を
支
払
う
（
社
会
法
典
二
章

二
一
条
六
項
）
な
ど
が
公
的
支
援
の
内
容
で
あ
る
。）

11
（

　
こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
で
も
、
刑
事
被
拘
禁
者
の
家
族
と
い
う
「
加
害
者
家
族
」
が
、
刑
事
拘
禁
に
係
る
法
律
上
、
特
別
な
地
位
を
与

え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
例
え
ば
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
が
被
拘
禁
者
に
面
会
す
る
際
に
公
的
な
支
援

が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
整
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。）

11
（

77 （熊本法学157号 ’23）

「加害者家族」に依存する刑事法の再検討に向けた序論的考察



で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
の
場
合
、
有
罪
判
決
以
前
の
段
階
で
被
疑
者
や
被
告
人
の
実
名
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
情
報
が
報
道

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、）

1（
（

通
常
の
刑
事
事
件
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し
た
バ
ッ
シ
ン
グ
が
刑
事
被
拘
禁
者
の
家
族
に
対
し
て
な
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
本
人
へ
の
有
罪
判
決
が
確
定
し
受
刑
者
と
な
る
ま
で
の
間
に
、
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
に
も
周
囲
の
者

か
ら
烙
印
が
押
さ
れ
、
疎
外
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
場
合
の
支
援
も
必
要
と
な
る
と
の

認
識
が
ヴ
ィ
ッ
テ
氏
か
ら
は
示
さ
れ
た
。

　
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
、
シ
ョ
ン
セ
の
よ
う
な
刑
事
被
拘
禁
者
の
家
族
を
支
援
す
る
団
体
が
、
ド
イ
ツ
の
各
地
に
お
い
て
、
そ

の
活
動
に
必
要
な
資
金
の
ほ
ぼ
全
て
を
公
的
機
関
か
ら
受
け
て
お
り
、
実
際
に
社
会
法
典
な
ど
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
、
刑
事
被
拘
禁
者

家
族
へ
の
様
々
な
給
付
を
行
う
機
関
に
つ
な
ぐ
な
ど
の
支
援
業
務
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

六
　「
加
害
者
家
族
」
依
存
と
そ
の
弊
害
を
踏
ま
え
た
課
題

（
一
）
日
本
の
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
依
存
が
も
た
ら
す
矛
盾

　
以
上
の
ご
く
簡
単
な
比
較
に
よ
っ
て
も
、
次
の
よ
う
な
日
独
の
違
い
が
明
確
に
な
る
。

　
ま
ず
、
日
本
に
お
い
て
は
、「
加
害
者
家
族
」
は
刑
事
訴
訟
法
な
ど
で
被
疑
者
等
の
適
正
手
続
保
障
や
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
の
た
め

に
特
別
な
法
的
な
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
被
疑
者
が
実
名
報
道
さ
れ
る
上
に
、
刑
法
の
個
人
責
任
原
則
に
悖
る
、
家
族

の
責
任
追
及
を
称
揚
す
る
か
の
よ
う
な
大
臣
の
発
言
な
ど
も
相
ま
っ
て
、「
加
害
者
家
族
」
が
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
、
様
々
な
刑
事
法

で
期
待
さ
れ
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
困
難
な
状
況
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
捜
査
段
階
で
は
実
名
が
報
道
さ
れ
な
い
少
年
の
家
族
の
場
合
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（
二
）
ド
イ
ツ
に
お
け
る
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
へ
の
支
援
の
実
際

　
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
を
公
的
に
支
援
す
る
制
度
が
あ
る
に
し
て
も
、
当
該
家
族
が
実
際
に
そ
の
支
援
に
ま
で
た

ど
り
着
け
な
い
の
で
は
意
味
が
な
い
。

　
そ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
刑
事
被
拘
禁
者
の
家
族
を
支
援
す
る
団
体
と
そ
れ
に
よ
る
支
援
の
実
際
で
あ
る
。

二
〇
一
九
年
に
最
新
版
が
公
刊
さ
れ
た
、
ド
イ
ツ
の
受
刑
者
支
援
団
体
の
情
報
誌
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
一
六
あ
る
ラ
ン
ト
の
う
ち
の

一
〇
の
ラ
ン
ト
（
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
ブ
レ
ー
メ
ン
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
ヘ
ッ
セ
ン
、
ニ
ー

ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
、
ザ
ク
セ
ン
）
に
、
刑
事
被
拘
禁
者
家

族
の
相
談
を
受
け
て
当
該
家
族
を
支
援
す
る
団
体
が
計
四
二
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。）

12
（

　
そ
の
団
体
の
一
つ
が
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
（M

ünster

）
市
に
あ
る
シ
ョ
ン
セ
（C

hance

）

で
あ
る
。
筆
者
は
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
三
日
に
シ
ョ
ン
セ
を
訪
問
し
、「
加
害
者
家
族
」
支
援
の
実
情
に
つ
い
て
、
シ
ョ
ン
セ
の

職
員
で
あ
る
ヴ
ィ
ッ
テ
（W

itte

）
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　
ヴ
ィ
ッ
テ
氏
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
全
土
で
の
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
の
支
援
の
歴
史
は
二
〇
年
く
ら
い
前
か
ら
の
も
の
で
、
こ
こ
で
の

支
援
活
動
に
必
要
な
費
用
の
九
〇
％
は
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
司
法
省
か
ら
の
財
政
支
援
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
司

法
省
が
財
政
支
援
を
す
る
理
論
的
根
拠
は
、
犯
罪
者
の
親
族
を
支
援
す
る
こ
と
で
自
由
刑
執
行
終
了
後
の
元
受
刑
者
の
受
け
入
れ
が
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
そ
れ
が
再
犯
を
減
ら
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
の
支

援
を
担
当
し
て
い
る
職
員
の
数
は
一
人
し
か
お
ら
ず
、
そ
の
職
員
が
、
年
に
二
〇
名
か
ら
五
〇
名
の
被
拘
禁
者
家
族
か
ら
の
相
談
を
受

け
、
そ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、
相
談
に
乗
る
こ
と
、
支
援
が
受
け
ら
れ
る
機
関
の
場
所
や
受
刑
者
と
の

面
会
の
方
法
な
ど
を
教
え
る
こ
と
、
子
ど
も
が
受
刑
者
に
面
会
し
た
い
と
い
う
時
の
付
き
添
い
、
引
っ
越
し
を
容
易
に
す
る
こ
と
な
ど
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で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
の
場
合
、
有
罪
判
決
以
前
の
段
階
で
被
疑
者
や
被
告
人
の
実
名
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
情
報
が
報
道

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、）

1（
（

通
常
の
刑
事
事
件
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し
た
バ
ッ
シ
ン
グ
が
刑
事
被
拘
禁
者
の
家
族
に
対
し
て
な
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
本
人
へ
の
有
罪
判
決
が
確
定
し
受
刑
者
と
な
る
ま
で
の
間
に
、
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
に
も
周
囲
の
者

か
ら
烙
印
が
押
さ
れ
、
疎
外
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
場
合
の
支
援
も
必
要
と
な
る
と
の

認
識
が
ヴ
ィ
ッ
テ
氏
か
ら
は
示
さ
れ
た
。

　
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
、
シ
ョ
ン
セ
の
よ
う
な
刑
事
被
拘
禁
者
の
家
族
を
支
援
す
る
団
体
が
、
ド
イ
ツ
の
各
地
に
お
い
て
、
そ

の
活
動
に
必
要
な
資
金
の
ほ
ぼ
全
て
を
公
的
機
関
か
ら
受
け
て
お
り
、
実
際
に
社
会
法
典
な
ど
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
、
刑
事
被
拘
禁
者

家
族
へ
の
様
々
な
給
付
を
行
う
機
関
に
つ
な
ぐ
な
ど
の
支
援
業
務
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

六
　「
加
害
者
家
族
」
依
存
と
そ
の
弊
害
を
踏
ま
え
た
課
題

（
一
）
日
本
の
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
依
存
が
も
た
ら
す
矛
盾

　
以
上
の
ご
く
簡
単
な
比
較
に
よ
っ
て
も
、
次
の
よ
う
な
日
独
の
違
い
が
明
確
に
な
る
。

　
ま
ず
、
日
本
に
お
い
て
は
、「
加
害
者
家
族
」
は
刑
事
訴
訟
法
な
ど
で
被
疑
者
等
の
適
正
手
続
保
障
や
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
の
た
め

に
特
別
な
法
的
な
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
被
疑
者
が
実
名
報
道
さ
れ
る
上
に
、
刑
法
の
個
人
責
任
原
則
に
悖
る
、
家
族

の
責
任
追
及
を
称
揚
す
る
か
の
よ
う
な
大
臣
の
発
言
な
ど
も
相
ま
っ
て
、「
加
害
者
家
族
」
が
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
、
様
々
な
刑
事
法

で
期
待
さ
れ
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
困
難
な
状
況
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
捜
査
段
階
で
は
実
名
が
報
道
さ
れ
な
い
少
年
の
家
族
の
場
合
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部
執
行
猶
予
の
場
合
の
居
住
状
況
を
見
て
も
、
配
偶
者
や
親
族
と
同
居
し
て
い
る
者
が
五
〇
％
強
、
一
部
執
行
猶
予
の
場
合
で
も
、
ほ

ぼ
同
じ
割
合
と
な
っ
て
い
る
。）

11
（

こ
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
、
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
を
「
加
害
者
家
族
」
が
支
え
て
い
る
構
造
が
見
え
る
。

　
実
際
に
、
非
行
少
年
の
立
ち
直
り
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
弁
護
士
に
よ
れ
ば
、
少
年
院
を
仮
退
院
す
る
た
め
に
非
行
少
年
の
帰
住

先
の
調
整
が
な
さ
れ
る
場
合
、
た
と
え
そ
の
少
年
を
虐
待
し
て
き
た
親
で
あ
っ
て
も
、
帰
住
先
の
第
一
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
現
実

が
あ
る
と
い
う
。）

11
（

つ
ま
り
、「
加
害
者
家
族
」
と
し
て
、
真
っ
先
に
バ
ッ
シ
ン
グ
の
対
象
と
さ
れ
そ
う
な
者
で
あ
っ
て
も
、
非
行
少
年

の
帰
住
先
と
し
て
優
先
さ
れ
る
の
が
日
本
の
現
実
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
民
法
に
お
け
る
配
偶
者
や
親

族
の
扶
養
義
務
規
定
（
民
法
七
五
二
条
、
八
七
七
条
）
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
非
行
少
年
の
親
は
少
年
を
扶
養
す
る
義

務
が
あ
る
の
で
、
親
が
い
る
限
り
、
ま
ず
最
初
に
引
き
受
け
る
べ
き
と
の
発
想
が
そ
う
し
た
実
務
の
底
流
に
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
し

か
し
、
そ
れ
は
、
日
本
の
刑
事
法
が
犯
罪
者
や
非
行
少
年
の
改
善
更
生
等
の
た
め
の
人
的
資
源
と
し
て
、「
加
害
者
家
族
」
を
当
て
に

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
本
は
、
再
犯
・
再
非
行
防
止
対
策
に
お
い
て
、「
加
害
者
家
族
」
に
依
存
し

て
き
た
と
さ
え
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
日
本
が
、
再
犯
・
再
非
行
防
止
対
策
に
お
い
て
、「
加
害
者
家
族
」
に
言
わ
ば
依
存
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
「
加

害
者
家
族
」
が
違
法
な
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
る
構
造
は
放
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
ド
イ
ツ
と
比
べ
た
場
合
、「
加
害
者
家
族
」
へ

の
公
的
支
援
は
な
い
に
等
し
い
。

　
そ
の
結
果
、
刑
事
法
に
よ
っ
て
被
疑
者
、
被
告
人
、
受
刑
者
、
少
年
院
在
所
者
な
ど
と
位
置
付
け
ら
れ
た
「
加
害
者
家
族
」
は
、
バ
ッ

シ
ン
グ
被
害
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
本
人
を
支
援
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
況
に
も
あ
る
。
こ
の
点
に
、
日
本
の
刑
事
法
が
抱
え

て
き
た
矛
盾
が
端
的
に
現
れ
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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に
も
当
て
は
ま
る
。
加
え
て
、「
加
害
者
家
族
」
を
支
援
す
る
団
体
は
わ
ず
か
で
、
し
か
も
公
的
な
支
援
は
皆
無
に
等
し
い
。
こ
の
よ

う
な
日
本
の
状
況
で
は
、「
加
害
者
家
族
」
に
刑
事
法
上
特
別
な
法
的
地
位
が
与
え
ら
れ
よ
う
と
も
、
孤
立
無
援
に
等
し
い
「
加
害
者

家
族
」
が
、
被
疑
者
、
被
告
人
、
受
刑
者
、
さ
ら
に
は
少
年
司
法
手
続
に
か
け
ら
れ
た
少
年
等
の
た
め
に
期
待
さ
れ
た
役
割
を
十
分
に

応
え
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
は
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
、
刑
事
被
拘
禁
者
の
家
族
が
被
拘
禁
者
と
の
通
信
・
面
会
等
で
法
的
に
特
別
な
地
位
に
置
か
れ
て
い

る
ラ
ン
ト
も
あ
り
、
そ
の
家
族
概
念
は
日
本
よ
り
も
広
い
上
に
、
経
済
的
な
面
な
ど
で
苦
し
い
状
況
に
あ
る
刑
事
被
拘
禁
者
の
家
族
に

対
し
て
は
、
ラ
ン
ト
の
行
刑
法
に
基
づ
く
特
別
な
支
援
だ
け
で
な
く
、
社
会
法
典
等
に
基
づ
く
公
的
な
支
援
制
度
が
あ
り
、
そ
の
支
援

に
つ
な
げ
る
た
め
の
支
援
団
体
も
主
に
公
的
な
支
出
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
犯
罪
報
道
で
被
疑
者
、
被
告
人
な
ど
が

特
定
さ
れ
る
報
道
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
状
況
に
あ
る
。「
加
害
者
家
族
」
が
バ
ッ
シ
ン
グ
さ
れ
る
こ
と
は
日
本
よ
り
も
少
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
刑
事
被
拘
禁
者
の
家
族
が
、
刑
事
被
拘
禁
者
の
社
会
復
帰
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
は
十

分
に
期
待
で
き
よ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、日
本
で
は
、例
え
ば
、少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
非
行
少
年
の
出
院
後
の
帰
住
先
と
し
て
、圧
倒
的
に
、「
加
害
者
家
族
」

が
選
択
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。『
令
和
４
年
版
犯
罪
白
書
』
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
一
年
の
少
年
院
出
院
者
の
出
院
時
引
受

人
別
構
成
比
は
、
実
父
母
な
い
し
そ
の
ど
ち
ら
か
が
引
受
人
と
な
っ
た
場
合
が
、
男
子
で
は
八
〇
％
弱
、
女
子
で
も
六
〇
％
強
を
占
め

て
い
る
。）

11
（

　
こ
う
し
た
傾
向
は
、
二
〇
歳
以
上
の
者
が
受
刑
者
と
な
っ
た
場
合
や
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
と
な
っ
た
場
合
に
は
や
や
弱
ま
る
。
し

か
し
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
出
所
受
刑
者
に
つ
い
て
、
仮
釈
放
の
場
合
で
親
族
が
帰
住
先
と
な
っ
て
い
る
の
が
六
〇
％
弱
、
帰
住
先
が
見

つ
か
ら
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
満
期
釈
放
の
場
合
で
も
親
族
が
帰
住
先
と
な
っ
て
い
る
の
が
四
〇
％
弱
も
あ
る
。）

11
（

保
護
観
察
付
の
全

論　　　説

80（熊本法学157号 ’23） （熊本法学157号 ’23）



部
執
行
猶
予
の
場
合
の
居
住
状
況
を
見
て
も
、
配
偶
者
や
親
族
と
同
居
し
て
い
る
者
が
五
〇
％
強
、
一
部
執
行
猶
予
の
場
合
で
も
、
ほ

ぼ
同
じ
割
合
と
な
っ
て
い
る
。）

11
（

こ
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
、
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
を
「
加
害
者
家
族
」
が
支
え
て
い
る
構
造
が
見
え
る
。

　
実
際
に
、
非
行
少
年
の
立
ち
直
り
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
弁
護
士
に
よ
れ
ば
、
少
年
院
を
仮
退
院
す
る
た
め
に
非
行
少
年
の
帰
住

先
の
調
整
が
な
さ
れ
る
場
合
、
た
と
え
そ
の
少
年
を
虐
待
し
て
き
た
親
で
あ
っ
て
も
、
帰
住
先
の
第
一
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
現
実

が
あ
る
と
い
う
。）

11
（

つ
ま
り
、「
加
害
者
家
族
」
と
し
て
、
真
っ
先
に
バ
ッ
シ
ン
グ
の
対
象
と
さ
れ
そ
う
な
者
で
あ
っ
て
も
、
非
行
少
年

の
帰
住
先
と
し
て
優
先
さ
れ
る
の
が
日
本
の
現
実
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
民
法
に
お
け
る
配
偶
者
や
親

族
の
扶
養
義
務
規
定
（
民
法
七
五
二
条
、
八
七
七
条
）
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
非
行
少
年
の
親
は
少
年
を
扶
養
す
る
義

務
が
あ
る
の
で
、
親
が
い
る
限
り
、
ま
ず
最
初
に
引
き
受
け
る
べ
き
と
の
発
想
が
そ
う
し
た
実
務
の
底
流
に
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
し

か
し
、
そ
れ
は
、
日
本
の
刑
事
法
が
犯
罪
者
や
非
行
少
年
の
改
善
更
生
等
の
た
め
の
人
的
資
源
と
し
て
、「
加
害
者
家
族
」
を
当
て
に

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
本
は
、
再
犯
・
再
非
行
防
止
対
策
に
お
い
て
、「
加
害
者
家
族
」
に
依
存
し

て
き
た
と
さ
え
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
日
本
が
、
再
犯
・
再
非
行
防
止
対
策
に
お
い
て
、「
加
害
者
家
族
」
に
言
わ
ば
依
存
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
「
加

害
者
家
族
」
が
違
法
な
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
る
構
造
は
放
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
ド
イ
ツ
と
比
べ
た
場
合
、「
加
害
者
家
族
」
へ

の
公
的
支
援
は
な
い
に
等
し
い
。

　
そ
の
結
果
、
刑
事
法
に
よ
っ
て
被
疑
者
、
被
告
人
、
受
刑
者
、
少
年
院
在
所
者
な
ど
と
位
置
付
け
ら
れ
た
「
加
害
者
家
族
」
は
、
バ
ッ

シ
ン
グ
被
害
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
本
人
を
支
援
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
況
に
も
あ
る
。
こ
の
点
に
、
日
本
の
刑
事
法
が
抱
え

て
き
た
矛
盾
が
端
的
に
現
れ
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
三
）
日
本
の
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
依
存
か
ら
の
脱
却
に
向
け
て

　
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
依
存
と
言
う
べ
き
日
本
の
現
状
は
、「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
が
放
置
さ
れ
、
か
つ
、

「
加
害
者
家
族
」
へ
の
公
的
支
援
が
無
い
に
等
し
い
と
い
う
状
況
と
相
ま
っ
て
、刑
事
法
が
「
加
害
者
家
族
」
に
期
待
し
て
い
る
役
割
を
、

「
加
害
者
家
族
」
が
果
た
せ
る
状
況
に
な
い
と
い
う
深
刻
な
矛
盾
と
直
面
し
て
い
る
。
し
か
も
、こ
の
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」

依
存
は
右
に
見
た
よ
う
な
弊
害
も
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
今
後
、「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
が
防
止
さ
れ
る
方
向
で
、
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
よ
う
に
、
被
疑
者
の
実
名
報
道

が
な
さ
れ
な
く
な
り
、「
加
害
者
家
族
」
に
対
し
て
公
的
支
援
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
は
、現
時
点
で
は
見
込
み
薄
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

二
〇
二
二
年
の
少
年
法
第
五
次
改
正
法
の
施
行
に
よ
り
、
公
判
請
求
さ
れ
た
特
定
少
年
に
つ
い
て
い
く
つ
も
の
新
聞
に
お
い
て
実
名
報

道
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
ド
イ
ツ
に
逆
行
す
る
動
き
ば
か
り
が
目
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
今
後
、
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害

者
家
族
」
依
存
が
直
面
し
て
い
る
矛
盾
と
そ
れ
が
生
じ
さ
せ
て
い
る
弊
害
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
こ
と
は
確
実
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
刑
事
法
に
お
い
て
、
適
正
手
続
保
障
や
非
行
少
年
・
犯
罪
者
の
更
生
が
重
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家

族
」
依
存
を
放
置
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
依
存
か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
検
討
が

進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
具
体
的
な
論
点
と
し
て
は
、
例
え
ば
、「
加
害
者
家
族
」
以
外
の
適
切
な
者
に
も
、
刑
事
被
拘
禁
者
と
の
面
会
・
通
信
な
ど
が
積
極

的
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
、
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
そ
う
し
た
適
切
な
者
が
ど
の
よ
う
に
し
て
確
保
さ
れ
る
べ
き
か
。
あ
る
い
は
、
少

年
司
法
手
続
に
お
い
て
、
親
以
外
の
適
切
な
者
を
、
非
行
少
年
の
帰
住
先
と
し
て
拡
充
し
て
い
く
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
採
ら
れ
る

べ
き
か
。
数
々
の
も
の
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
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（
二
）
日
本
の
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
依
存
の
弊
害

　
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
依
存
と
も
言
う
べ
き
状
況
は
、
少
年
院
に
送
致
さ
れ
た
非
行
少
年
の
出
院
後
の
帰
住
先
選

定
を
め
ぐ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
弊
害
も
生
ん
で
い
る
。

　
こ
の
少
年
の
仮
退
院
後
の
帰
住
先
と
し
て
、
少
年
院
側
は
、
当
初
か
ら
、
少
年
を
虐
待
し
、
養
育
能
力
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
な
母
親
を
選
定
し
、
強
引
な
環
境
調
整
を
続
け
た
挙
句
、
出
院
直
前
に
な
っ
て
、
そ
の
母
親
は
受
け
入
れ
を
拒
絶
し
た
。
そ
の
結

果
、
少
年
の
帰
住
先
は
、
急
遽
、
更
生
保
護
施
設
に
変
更
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
更
生
保
護
施
設
が
帰
住
先
と
な
る
場
合
、
出

院
前
の
段
階
で
、
更
生
保
護
施
設
の
職
員
と
少
年
と
の
面
会
が
複
数
回
重
ね
ら
れ
て
、
少
年
と
の
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
そ
う
し
た
面
会
を
重
ね
る
時
間
も
取
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
少
年
を
出
院
さ
せ
て
し
ま
い
、
少
年
は
更
生
保

護
施
設
を
抜
け
出
し
て
、
再
び
事
件
を
起
こ
す
に
至
っ
て
い
る
。）

11
（

し
か
し
、
こ
の
ケ
ー
ス
で
生
じ
て
い
る
弊
害
は
、
単
に
、
更
生
保
護

施
設
を
帰
住
先
に
定
め
る
前
に
な
さ
れ
る
べ
き
面
会
の
機
会
が
足
り
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
付
添
人
・
弁

護
人
を
務
め
た
弁
護
士
は
、
母
親
に
よ
る
受
け
入
れ
が
進
め
ら
れ
た
挙
句
に
、
帰
住
先
が
更
生
保
護
施
設
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
、

少
年
が
母
親
か
ら
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、こ
の
こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
少
年
の
傷
つ
き
を
問
題
視
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

矯
正
施
設
側
が
、「
加
害
者
家
族
」
を
、
被
拘
禁
者
の
社
会
に
お
け
る
受
け
皿
と
し
て
選
定
し
が
ち
な
傾
向
こ
そ
、
被
拘
禁
者
が
社
会

に
復
帰
す
る
際
の
弊
害
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
弊
害
は
、刑
事
政
策
上
の
も
の
に
止
ま
ら
な
い
。刑
事
訴
訟
法
が
、有
罪
の
言
渡
を
受
け
た
者
が
死
亡
後
の
再
審
請
求
権
を
、

検
察
官
以
外
に
は
、
そ
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
及
び
兄
弟
姉
妹
に
限
っ
て
い
る
た
め
に
、「
加
害
者
家
族
」
が
さ
ら
な
る
バ
ッ
シ
ン

グ
被
害
を
恐
れ
て
、
再
審
請
求
を
で
き
な
く
な
る
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
病
差
別
被
害
を
前
提
に
、「
加
害
者
家
族
」
が
再

審
請
求
を
長
ら
く
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
菊
池
事
件
は
、
こ
の
弊
害
が
現
れ
て
い
る
典
型
事
例
と
言
っ
て
よ
い
。）
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（
三
）
日
本
の
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
依
存
か
ら
の
脱
却
に
向
け
て

　
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
依
存
と
言
う
べ
き
日
本
の
現
状
は
、「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
が
放
置
さ
れ
、
か
つ
、

「
加
害
者
家
族
」
へ
の
公
的
支
援
が
無
い
に
等
し
い
と
い
う
状
況
と
相
ま
っ
て
、刑
事
法
が
「
加
害
者
家
族
」
に
期
待
し
て
い
る
役
割
を
、

「
加
害
者
家
族
」
が
果
た
せ
る
状
況
に
な
い
と
い
う
深
刻
な
矛
盾
と
直
面
し
て
い
る
。
し
か
も
、こ
の
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」

依
存
は
右
に
見
た
よ
う
な
弊
害
も
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
今
後
、「
加
害
者
家
族
」
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
が
防
止
さ
れ
る
方
向
で
、
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
よ
う
に
、
被
疑
者
の
実
名
報
道

が
な
さ
れ
な
く
な
り
、「
加
害
者
家
族
」
に
対
し
て
公
的
支
援
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
は
、現
時
点
で
は
見
込
み
薄
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

二
〇
二
二
年
の
少
年
法
第
五
次
改
正
法
の
施
行
に
よ
り
、
公
判
請
求
さ
れ
た
特
定
少
年
に
つ
い
て
い
く
つ
も
の
新
聞
に
お
い
て
実
名
報

道
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
ド
イ
ツ
に
逆
行
す
る
動
き
ば
か
り
が
目
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
今
後
、
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害

者
家
族
」
依
存
が
直
面
し
て
い
る
矛
盾
と
そ
れ
が
生
じ
さ
せ
て
い
る
弊
害
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
こ
と
は
確
実
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
刑
事
法
に
お
い
て
、
適
正
手
続
保
障
や
非
行
少
年
・
犯
罪
者
の
更
生
が
重
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家

族
」
依
存
を
放
置
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
刑
事
法
に
お
け
る
「
加
害
者
家
族
」
依
存
か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
検
討
が

進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
具
体
的
な
論
点
と
し
て
は
、
例
え
ば
、「
加
害
者
家
族
」
以
外
の
適
切
な
者
に
も
、
刑
事
被
拘
禁
者
と
の
面
会
・
通
信
な
ど
が
積
極

的
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
、
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
そ
う
し
た
適
切
な
者
が
ど
の
よ
う
に
し
て
確
保
さ
れ
る
べ
き
か
。
あ
る
い
は
、
少

年
司
法
手
続
に
お
い
て
、
親
以
外
の
適
切
な
者
を
、
非
行
少
年
の
帰
住
先
と
し
て
拡
充
し
て
い
く
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
採
ら
れ
る

べ
き
か
。
数
々
の
も
の
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
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な
お
、「
加
害
者
家
族
」依
存
か
ら
の
脱
却
に
向
け
て
、法
的
・
実
践
的
論
点
を
検
討
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
大
き
な
課
題
に
今
後
取
り
組
む
こ
と
を
約
し
て
、
筆
を
擱
く
こ
と
と
す
る
。

付
記

　
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））「
粗
暴
犯
少
年
の
同
種
再
非
行
を
効
果
的
に
防
止
す
る
処
遇
な
い
し
措
置
に
関

す
る
基
盤
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
岡
田
行
雄
，
課
題
番
号
：
一
八
Ｋ
〇
一
三
一
八
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注

 

（
1
）
鈴
木
伸
元
『
加
害
者
家
族
』（
幻
冬
舎
・
二
〇
一
〇
年
）
一
二
頁
以
下
参
照
。
本
稿
に
お
い
て
、「
加
害
者
家
族
」
と
は
、
犯
罪
者
や
非
行
少
年

の
み
な
ら
ず
、
被
疑
者
、
被
告
人
、
及
び
家
裁
に
送
致
さ
れ
た
少
年
の
家
族
も
含
む
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 

（
2
）
仮
釈
放
の
要
件
は
、
刑
の
執
行
開
始
後
に
一
定
の
期
間
が
経
過
し
た
こ
と
と
改
悛
の
状
が
あ
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
（
刑
法
二
八
条
）、

仮
釈
放
後
に
仮
釈
放
者
を
引
き
受
け
る
者
が
い
る
こ
と
が
事
実
上
は
極
め
て
重
要
な
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

 

（
3
）
受
刑
者
と
そ
の
親
族
と
の
外
部
交
通
は
人
道
上
、
ま
た
、
受
刑
者
の
改
善
更
生
と
円
滑
な
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
、
親
族
と
の
良
好
な
関

係
を
維
持
し
、
円
滑
化
し
、
又
は
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
林
真
琴
＝
北

村
篤
＝
名
取
俊
也
『
逐
条
解
説

　
刑
事
収
容
施
設
法
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
〇
年
）
五
五
三
頁
参
照
。

 

（
4
）
守
屋
克
彦
＝
斉
藤
豊
治
編
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
少
年
法
』（
現
代
人
文
社
・
二
〇
一
二
年
）
四
七
頁
参
照
。

 

（
5
）
田
島
佳
代
子
「
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
の
た
め
の
保
護
観
察
処
遇
」
今
福
章
二
＝
小
長
井
賀
與
編
『
保
護
観
察
と
は
何
か
―
実
務
の
視
点
か
ら

と
ら
え
る
』（
法
律
文
化
社
・
二
〇
一
六
年
）
一
〇
七
頁
参
照
。

 

（
6
）
付
添
人
の
役
割
を
ど
う
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
少
年
法
に
明
確
な
規
定
が
な
い
た
め
、
家
庭
裁
判
所
の
協
力
者
と
し
て
の
そ
れ
を
重
視
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七
　
結
び
に
代
え
て

　
本
稿
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
第
一
に
、
刑
事
法
に
お
い
て
、
様
々
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
「
加
害
者
家
族
」
に
対
し
て
、
被
疑
者
の
実
名
報
道
な
ど
を
契
機

に
、
様
々
な
バ
ッ
シ
ン
グ
が
加
え
ら
れ
る
た
め
、
例
え
ば
、「
加
害
者
家
族
」
が
「
加
害
者
」
と
さ
れ
た
本
人
に
面
会
す
る
ど
こ
ろ
で

は
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
。

　
第
二
に
、そ
う
し
た
日
本
に
お
い
て
、「
加
害
者
家
族
」を
支
援
す
る
動
き
が
民
間
に
は
あ
る
が
、公
的
な
支
援
は
な
い
に
等
し
い
こ
と
。

　
第
三
に
、
そ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
刑
事
被
拘
禁
者
の
家
族
と
い
う
、
日
本
よ
り
も
広
い
意
味
で
の
家
族
が
、
刑
事
拘

禁
に
係
る
法
律
上
、
特
別
な
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
上
に
、
刑
事
被
拘
禁
者
家
族
が
公
的
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
法
制
度
が
あ
り
、

刑
事
被
拘
禁
者
の
家
族
を
そ
の
支
援
に
つ
な
ぐ
民
間
団
体
も
各
地
に
あ
り
、
そ
の
団
体
は
主
に
公
的
な
支
出
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

　
第
四
に
、「
加
害
者
家
族
」
に
言
わ
ば
依
存
し
て
い
る
日
本
の
刑
事
法
は
、「
加
害
者
家
族
」
に
期
待
し
て
い
る
役
割
を
、「
加
害
者
家
族
」

が
果
た
せ
る
状
況
に
な
い
と
い
う
深
刻
な
矛
盾
と
「
加
害
者
家
族
」
依
存
の
弊
害
に
直
面
し
て
お
り
、「
加
害
者
家
族
」
依
存
か
ら
の

脱
却
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

　
本
稿
で
は
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
日
本
の
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
支
援
が
拡
充
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
公
的
な

支
出
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
を
俟
た
な
い
。「
加
害
者
家
族
」
は
多
く
の
場
合
、
被
害
者
な
の
で
あ
っ
て
、「
加
害
者
家

族
」
が
、
被
疑
者
、
被
告
人
、
犯
罪
者
、
そ
し
て
非
行
少
年
を
支
援
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
被
害
者
と
し
て
支
援
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。）
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な
お
、「
加
害
者
家
族
」依
存
か
ら
の
脱
却
に
向
け
て
、法
的
・
実
践
的
論
点
を
検
討
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
大
き
な
課
題
に
今
後
取
り
組
む
こ
と
を
約
し
て
、
筆
を
擱
く
こ
と
と
す
る
。

付
記

　
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））「
粗
暴
犯
少
年
の
同
種
再
非
行
を
効
果
的
に
防
止
す
る
処
遇
な
い
し
措
置
に
関

す
る
基
盤
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
岡
田
行
雄
，
課
題
番
号
：
一
八
Ｋ
〇
一
三
一
八
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注

 

（
1
）
鈴
木
伸
元
『
加
害
者
家
族
』（
幻
冬
舎
・
二
〇
一
〇
年
）
一
二
頁
以
下
参
照
。
本
稿
に
お
い
て
、「
加
害
者
家
族
」
と
は
、
犯
罪
者
や
非
行
少
年

の
み
な
ら
ず
、
被
疑
者
、
被
告
人
、
及
び
家
裁
に
送
致
さ
れ
た
少
年
の
家
族
も
含
む
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 

（
2
）
仮
釈
放
の
要
件
は
、
刑
の
執
行
開
始
後
に
一
定
の
期
間
が
経
過
し
た
こ
と
と
改
悛
の
状
が
あ
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
（
刑
法
二
八
条
）、

仮
釈
放
後
に
仮
釈
放
者
を
引
き
受
け
る
者
が
い
る
こ
と
が
事
実
上
は
極
め
て
重
要
な
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

 

（
3
）
受
刑
者
と
そ
の
親
族
と
の
外
部
交
通
は
人
道
上
、
ま
た
、
受
刑
者
の
改
善
更
生
と
円
滑
な
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
、
親
族
と
の
良
好
な
関

係
を
維
持
し
、
円
滑
化
し
、
又
は
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
林
真
琴
＝
北

村
篤
＝
名
取
俊
也
『
逐
条
解
説

　
刑
事
収
容
施
設
法
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
〇
年
）
五
五
三
頁
参
照
。

 

（
4
）
守
屋
克
彦
＝
斉
藤
豊
治
編
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
少
年
法
』（
現
代
人
文
社
・
二
〇
一
二
年
）
四
七
頁
参
照
。

 

（
5
）
田
島
佳
代
子
「
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
の
た
め
の
保
護
観
察
処
遇
」
今
福
章
二
＝
小
長
井
賀
與
編
『
保
護
観
察
と
は
何
か
―
実
務
の
視
点
か
ら

と
ら
え
る
』（
法
律
文
化
社
・
二
〇
一
六
年
）
一
〇
七
頁
参
照
。

 

（
6
）
付
添
人
の
役
割
を
ど
う
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
少
年
法
に
明
確
な
規
定
が
な
い
た
め
、
家
庭
裁
判
所
の
協
力
者
と
し
て
の
そ
れ
を
重
視
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虐
待
親
が
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
杉
山
春
『
児
童
虐
待
か
ら
考
え
る
』（
朝
日
新
聞
出
版
・
二
〇
一
七
年
）
四
二
頁
以

下
参
照
。

 

（
17
）
鈴
木
伸
元
・
前
掲
注
一
書
一
三
九
頁
参
照
。

 

（
18
）
本
稿
の
こ
の
部
分
か
ら
五
に
か
け
て
は
、
岡
田
行
雄
「
加
害
者
家
族
支
援
と
刑
事
司
法
」
阿
部
恭
子
編
『
加
害
者
家
族
支
援
の
理
論
と
実
践	
第

２
版
―
家
族
の
回
復
と
加
害
者
の
更
生
に
向
け
て
』（
現
代
人
文
社
・
二
〇
二
二
年
）
一
〇
四
～
一
一
三
頁
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
19
）
犯
人
の
家
族
や
家
人
ま
で
処
罰
さ
れ
る
縁
座
が
律
令
制
度
の
頃
か
ら
日
本
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、佐
伯
千
仭
『
刑
法
講
義
（
総
論
）』（
有

斐
閣
・
一
九
六
八
年
）
一
五
頁
参
照
。

 

（
20
）
鈴
木
・
前
掲
注
一
書
四
七
～
四
八
頁
参
照
。

 

（
21
）
ワ
ー
ル
ド
オ
ー
プ
ン
ハ
ー
ト
に
よ
る
「
加
害
者
家
族
」
支
援
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
阿
部
・
前
掲
注
一
八
書
一
七
二
頁
以
下
参
照
。

 

（
22
）
な
お
、
ス
キ
マ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、「
加
害
者
家
族
」
へ
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
本
人
へ
の
就
労
支
援
や
再
犯
防
止
に
関
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
も
実
施
し
て
い
る
。
佐
藤
仁
孝
「
犯
罪
加
害
者
家
族
支
援
と
再
犯
防
止
」
罪
と
罰
五
六
巻
四
号
（
二
〇
一
九
年
）
八
五
頁
参
照
。

 

（
23
）
山
形
県
弁
護
士
会
犯
罪
加
害
者
家
族
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
参
照
で
き
る
。	

http:// w
w

w
. yam

aben. or. jp/ htm
l/soudan 14. htm

l

（
二
〇
二
三
年
一
月
一
五
日
最
終
確
認
）

 

（
24
）
こ
こ
で
い
う
親
族
と
は
、ド
イ
ツ
刑
法
典
一
一
条
一
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
者
を
い
い
、直
系
親
族
、配
偶
者
だ
け
で
な
く
、同
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー

も
含
む
。

 

（
25
）も
ち
ろ
ん
、ヘ
ッ
セ
ン
の
よ
う
に
、受
刑
者
の
親
族
に
、ベ
ル
リ
ン
の
行
刑
法
の
よ
う
な
特
別
の
法
的
地
位
づ
け
を
与
え
て
い
な
い
ラ
ン
ト
も
あ
る
。

 

（
26
）
ド
イ
ツ
基
本
法
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
よ
る
、
国
と
家
族
の
関
係
の
規
律
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
ル
カ
ー
・
リ
ッ
プ
（
鈴
木
博
人
訳
）「
ド
イ

ツ
家
族
法
の
基
本
原
理
」
比
較
法
雑
誌
五
二
巻
二
号
（
二
〇
一
八
年
）
八
七
頁
参
照
。
な
お
、
こ
う
し
た
基
本
法
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
が
、

刑
事
被
拘
禁
者
家
族
へ
の
公
的
支
援
と
関
連
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
刑
法
学
会
第
九
九
回
大
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「『
加
害
者
家
族
』
と

刑
事
政
策
」
に
お
い
て
、
参
加
者
か
ら
の
ご
指
摘
が
あ
り
、
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
、
謝
意
を
表
し
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
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す
る
か
、
少
年
の
権
利
を
保
障
す
る
そ
れ
を
重
視
す
る
か
な
ど
で
対
立
が
あ
る
。
武
内
謙
治
『
少
年
法
講
義
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
一
五
年
）

五
一
二
頁
以
下
参
照
。

 

（
7
）
こ
の
他
、
少
年
法
は
、
一
般
的
に
は
少
年
を
少
年
鑑
別
所
に
収
容
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
観
護
措
置
を
家
庭
裁
判
所
が
決
定
し
た
場
合
や
そ

の
更
新
の
決
定
を
し
た
場
合
に
、
こ
れ
ら
の
決
定
に
対
す
る
異
議
申
立
権
も
親
権
者
に
認
め
て
い
る
（
一
七
条
の
二
）。

 

（
8
）
こ
の
他
、
少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
の
成
績
通
知
を
す
る
場
合
や
そ
の
他
適
当
と
認
め
る
場
合
に
、
保
護
者
に
対
し
て
、
そ
の
在
院
者
の
生
活

及
び
心
身
の
状
況
を
通
知
す
る
と
定
め
ら
れ
て
お
り
（
三
五
条
四
項
）、
そ
の
生
活
・
心
身
の
状
況
の
通
知
を
受
け
る
権
利
も
保
護
者
に
は
保
障
さ

れ
て
い
る
。

 

（
9
）「
加
害
者
家
族
」
の
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ワ
ー
ル
ド
オ
ー
プ
ン
ハ
ー
ト
代
表
の
阿
部
恭
子
に
よ
れ
ば
、「
加
害
者
家
族
」
が
様
々
な
バ
ッ
シ
ン
グ

を
受
け
る
か
ど
う
か
は
、
加
害
者
（
被
疑
者
）
と
さ
れ
た
本
人
の
刑
事
事
件
が
報
道
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
決
ま
る
と
い
う
。
阿
部
恭
子
『
息
子
が

人
を
殺
し
ま
し
た
』（
幻
冬
舎
・
二
〇
一
七
年
）
六
二
頁
以
下
参
照
。

 

（
10
）
本
稿
の
こ
の
部
分
は
、
岡
田
行
雄
「
少
年
事
件
か
ら
考
え
る
加
害
者
家
族
支
援
」
阿
部
恭
子
編
『
少
年
事
件
加
害
者
家
族
支
援
の
理
論
と
実
践
：	

家
族
の
回
復
と
少
年
の
更
生
に
向
け
て
』（
現
代
人
文
社
・
二
〇
二
〇
年
）
二
三
～
二
七
頁
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
11
）
田
宮
裕
＝
廣
瀬
健
二
編
『
注
釈
少
年
法
【
第
４
版
】』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
七
年
）
五
二
二
頁
参
照
。

 

（
12
）
日
本
弁
護
士
連
合
会
他
編
『
第
27
回
全
国
付
添
人
経
験
交
流
集
会
報
告
集
』（
日
本
弁
護
士
連
合
会
・
二
〇
一
七
年
）
三
二
頁
、
一
九
四
～

一
九
五
頁
参
照
。

 

（
13
）
西
日
本
新
聞
社
編
『
少
年
事
件
・
更
生
と
償
い

　
僕
は
人
を
殺
め
た
』（
西
日
本
新
聞
社
・
二
〇
〇
五
年
）
六
頁
参
照
。

 

（
14
）
高
松
少
年
非
行
研
究
会
編
『
事
例
か
ら
学
ぶ
少
年
非
行
』（
現
代
人
文
社
・
二
〇
〇
五
年
）
八
四
頁
参
照
。

 

（
15
）
子
ど
も
へ
の
虐
待
が
脳
の
成
長
に
与
え
る
悪
影
響
に
つ
い
て
は
、
友
田
明
美
『
新
版
い
や
さ
れ
な
い
傷
―
児
童
虐
待
と
傷
つ
い
て
い
く
脳
』（
診

断
と
治
療
社
・
二
〇
一
二
年
）
四
八
頁
以
下
参
照
。

 

（
16
）
虐
待
し
た
親
が
様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
っ
て
い
た
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、「
残
酷
な
父
親
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
報
じ
ら
れ
た

論　　　説
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虐
待
親
が
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
杉
山
春
『
児
童
虐
待
か
ら
考
え
る
』（
朝
日
新
聞
出
版
・
二
〇
一
七
年
）
四
二
頁
以

下
参
照
。

 

（
17
）
鈴
木
伸
元
・
前
掲
注
一
書
一
三
九
頁
参
照
。

 

（
18
）
本
稿
の
こ
の
部
分
か
ら
五
に
か
け
て
は
、
岡
田
行
雄
「
加
害
者
家
族
支
援
と
刑
事
司
法
」
阿
部
恭
子
編
『
加
害
者
家
族
支
援
の
理
論
と
実
践	

第

２
版
―
家
族
の
回
復
と
加
害
者
の
更
生
に
向
け
て
』（
現
代
人
文
社
・
二
〇
二
二
年
）
一
〇
四
～
一
一
三
頁
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
19
）
犯
人
の
家
族
や
家
人
ま
で
処
罰
さ
れ
る
縁
座
が
律
令
制
度
の
頃
か
ら
日
本
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、佐
伯
千
仭
『
刑
法
講
義
（
総
論
）』（
有

斐
閣
・
一
九
六
八
年
）
一
五
頁
参
照
。

 

（
20
）
鈴
木
・
前
掲
注
一
書
四
七
～
四
八
頁
参
照
。

 

（
21
）
ワ
ー
ル
ド
オ
ー
プ
ン
ハ
ー
ト
に
よ
る
「
加
害
者
家
族
」
支
援
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
阿
部
・
前
掲
注
一
八
書
一
七
二
頁
以
下
参
照
。

 

（
22
）
な
お
、
ス
キ
マ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、「
加
害
者
家
族
」
へ
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
本
人
へ
の
就
労
支
援
や
再
犯
防
止
に
関
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
も
実
施
し
て
い
る
。
佐
藤
仁
孝
「
犯
罪
加
害
者
家
族
支
援
と
再
犯
防
止
」
罪
と
罰
五
六
巻
四
号
（
二
〇
一
九
年
）
八
五
頁
参
照
。

 

（
23
）
山
形
県
弁
護
士
会
犯
罪
加
害
者
家
族
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
加
害
者
家
族
」
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
参
照
で
き
る
。	

http:// w
w

w
. yam

aben. or. jp/ htm
l/soudan 14. htm

l
（
二
〇
二
三
年
一
月
一
五
日
最
終
確
認
）

 

（
24
）
こ
こ
で
い
う
親
族
と
は
、ド
イ
ツ
刑
法
典
一
一
条
一
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
者
を
い
い
、直
系
親
族
、配
偶
者
だ
け
で
な
く
、同
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー

も
含
む
。

 

（
25
）も
ち
ろ
ん
、ヘ
ッ
セ
ン
の
よ
う
に
、受
刑
者
の
親
族
に
、ベ
ル
リ
ン
の
行
刑
法
の
よ
う
な
特
別
の
法
的
地
位
づ
け
を
与
え
て
い
な
い
ラ
ン
ト
も
あ
る
。

 

（
26
）
ド
イ
ツ
基
本
法
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
よ
る
、
国
と
家
族
の
関
係
の
規
律
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
ル
カ
ー
・
リ
ッ
プ
（
鈴
木
博
人
訳
）「
ド
イ

ツ
家
族
法
の
基
本
原
理
」
比
較
法
雑
誌
五
二
巻
二
号
（
二
〇
一
八
年
）
八
七
頁
参
照
。
な
お
、
こ
う
し
た
基
本
法
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
が
、

刑
事
被
拘
禁
者
家
族
へ
の
公
的
支
援
と
関
連
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
刑
法
学
会
第
九
九
回
大
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「『
加
害
者
家
族
』
と

刑
事
政
策
」
に
お
い
て
、
参
加
者
か
ら
の
ご
指
摘
が
あ
り
、
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
、
謝
意
を
表
し
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
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（
36
）
こ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
岡
田
・
前
掲
注
三
五
書
三
四
～
三
七
頁
参
照
。

 

（
37
）
こ
う
し
た
弊
害
が
あ
る
た
め
に
、
菊
池
事
件
の
再
審
請
求
は
、
国
民
的
再
審
請
求
と
い
う
形
を
取
っ
て
な
さ
れ
た
。
菊
池
事
件
に
お
け
る
国
民

的
再
審
請
求
に
つ
い
て
は
、
内
田
博
文
＝
佐
々
木
光
明
編
『〈
市
民
〉
と
刑
事
法

　
第
五
版
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
二
年
）
一
八
八
～
一
九
〇

頁
参
照
。

 

（
38
）
岡
田
・
前
掲
注
一
八
論
文
一
一
三
頁
参
照
。
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岡
田
行
雄
「『
加
害
者
家
族
』
と
刑
事
政
策
」
刑
法
雑
誌
六
一
巻
三
号
（
二
〇
二
二
年
）
一
九
五
頁
参
照
。

 
（
27
）V

gl.	 C
hance	 e.	 V

.	 M
ünster

（H
rsg.

）,	 M
ann	 im

	 K
nast... w

as	 nun?,	 D
ruckerei	 B

uschm
ann	 M

ünster,	 2017,	 S. 92f.

 

（
28
）V

gl.	 B
undesarbeitsgem

einschaft	 für	 Straffälligenhilfe

（B
A

G
- S

）	 e.	 V
.

（H
rsg.

）,	 W
egw

eiser	 für	 Inhaftierte,	 Entlassene	 und	 deren	

Fam
ilien	 für	 D

eutsche	 und	 N
ichtdeutsche,	 B

onn	 2019,	 S. 95ff.	

な
お
、
こ
の
文
献
は
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
あ
る
。	

https:// w
w

w
. bag- s. de/ m

aterialien/ w
egw

eiser

（
二
〇
二
三
年
一
月
一
五
日
最
終
確
認
）

 

（
29
）
ド
イ
ツ
以
外
に
も
、
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
拠
点
を
置
く
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
（Partners	 of	 Prisoners	 and	 Fam

ilies	 Support	

G
roup

）
と
い
う
一
九
八
八
年
に
設
立
さ
れ
た
団
体
を
始
め
、
様
々
な
「
加
害
者
家
族
」
支
援
団
体
が
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、
シ
ド
ニ
ー

に
拠
点
を
置
く
、Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
Ｇ（C

hildren	 of	 Prisonerʼs	 Support	 G
roup

）と
い
う
団
体
が
、地
元
の
行
政
機
関
か
ら
資
金
面
で
の
援
助
を
受
け
て
、

受
刑
者
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
鈴
木
伸
元
・
前
掲
注
一
書
一
七
四
～
一
八
一
頁
参
照
。

 

（
30
）V

gl.	 B
undesarbeitsgem

einschaft	 für	 Straffälligenhilfe,	 a. a. O
.,	 S. 107ff.	

 

（
31
）
ド
イ
ツ
報
道
協
議
会
（D

eutscher	 Pressrat
）
が
作
成
し
た
ド
イ
ツ
報
道
綱
領
（G

erm
an	 Press	 C

ode

）
八
条
で
は
、
報
道
に
あ
た
っ
て
個
人
の

尊
厳
の
保
護
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
八
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
報
道
に
あ
た
っ
て
、
個
々
の
事
件
に
お
け
る
個
人
の
保
護

の
利
益
を
超
え
る
公
益
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
氏
名
や
写
真
な
ど
を
報
じ
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
通

常
の
刑
事
事
件
の
被
疑
者
・
被
告
人
の
実
名
や
顔
写
真
は
報
道
さ
れ
な
い
。
こ
の
ド
イ
ツ
報
道
綱
領
は
、
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
参
照
で
き
る
。	

https:// w
w

w
. coe. int/ t/dg 4/ cultureheritage/ m

ars/ source/ resources/ references/ others/ 42%
20-%

20G
erm

an%
20Press%

20Code%
20

-%
20D

P%
202007. pdf

（
二
〇
二
三
年
一
月
一
六
日
最
終
確
認
）

 

（
32
）
法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
『
令
和
四
年
版
犯
罪
白
書
』（
二
〇
二
二
年
）
一
四
七
頁
参
照
。

 

（
33
）
こ
の
割
合
は
、
一
部
執
行
猶
予
の
場
合
を
除
い
て
い
る
。
法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
・
前
掲
注
三
二
書
五
六
頁
参
照
。

 

（
34
）
法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
・
前
掲
注
三
二
書
七
七
頁
参
照
。

 

（
35
）
岡
田
行
雄
編
『
非
行
少
年
の
被
害
に
向
き
あ
お
う
！
』（
現
代
人
文
社
・
二
〇
二
三
年
）
二
二
〇
頁
参
照
。

論　　　説
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（
36
）
こ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
岡
田
・
前
掲
注
三
五
書
三
四
～
三
七
頁
参
照
。

 
（
37
）
こ
う
し
た
弊
害
が
あ
る
た
め
に
、
菊
池
事
件
の
再
審
請
求
は
、
国
民
的
再
審
請
求
と
い
う
形
を
取
っ
て
な
さ
れ
た
。
菊
池
事
件
に
お
け
る
国
民

的
再
審
請
求
に
つ
い
て
は
、
内
田
博
文
＝
佐
々
木
光
明
編
『〈
市
民
〉
と
刑
事
法

　
第
五
版
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
二
年
）
一
八
八
～
一
九
〇

頁
参
照
。

 

（
38
）
岡
田
・
前
掲
注
一
八
論
文
一
一
三
頁
参
照
。
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